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情報戦争としての日露戦争(5) 

〔
参
考
〕
I

史
料一
「
日
英
連
合
軍
大
作
戦
方
針
」

二
「
竜
動
曾
議
始
末
報
告
」

三
「
日
英
軍
事
協
商
に
関
す
る
参
謀
総
長
意
見
書
」

四
「
応
勝
将
校
下
士
心
得
」

五
「
海
外
派
遣
者
報
告
規
定
」

六
「
将
校
下
士
ニ
シ
テ
外
国
ニ
招
聴
セ
ラ
ル
ル
者
ノ
手
続
」

七
「
別
表
八
露
国
戦
時
兵
力
概
見
表
」

八
「
別
表
九
黒
龍
軍
管
及
関
東
州
配
兵
表
」

九
「
別
表
十
黒
龍
江
軍
管
及
関
東
州
各
地
方
戦
時
兵
力
概
見
表
」

十
「
別
表
十
一
西
伯
利
軍
管
区
配
兵
表
及
戦
時
兵
力
概
見
表
」

十
一
「
別
表
十
二
黒
龍
箪
管
区
・
関
東
州
配
兵
表
」

十
二
「
別
表
十
三
絶
東
派
遣
務
定
露
軍
一
覧
表
」

十
三
「
別
表
十
四
極
東
露
国
重
要
職
員
姓
名
一
覧
表
」

E 

資
二一料

(
以
上
、
本
号
)

英
国
陸
軍
諜
報
局
関
係
資
料

満
州
・
朝
鮮
各
全
国
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説

終

章

情
報
活
動
の
日
露
比
較

|
|
む
す
び
に
か
え
て
ー
ー

言命

本
章
で
は
、
日
露
開
戦
前
に
お
け
る
情
報
活
動
お
よ
び
決
定
体
制
に
つ
い
て
日
露
両
陸
軍
を
比
較
考
察
す
る
。
も
ち
ろ
ん
情
報
戦
争
の
優

劣
、
お
よ
び
決
定
体
制
の
比
較
は
、
ロ
シ
ア
側
の
史
料
上
の
制
約
と
事
柄
の
性
格
か
ら
客
観
的
な
指
標
を
提
示
し
て
論
ず
る
こ
と
は
著
し
く

困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
ロ
シ
ア
陸
軍
に
従
軍
し
、
そ
の
活
動
を
内
側
か
ら
見
た
英
国
と
米
国
の
観
戦
武
官
、
後
世
の
ロ
シ
ア
歴

史
家
、
お
よ
び
日
露
戦
争
期
の
ロ
シ
ア
陸
軍
の
司
令
官
で
あ
っ
た
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
将
軍
の
三
者
の
判
断
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
検
討
を
す
す

め
る
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
日
露
開
戦
前
の
情
報
戦
争
に
お
け
る
日
露
関
の
優
劣
を
考
察
し
て
、
「
む
す
び
」
に
か
え
る
。

第
一
節
「
観
戦
武
官
団
」
で
は
、
日
露
戦
争
時
に
英
国
陸
軍
か
ら
ロ
シ
ア
陸
軍
に
派
遣
さ
れ
た
三
名
の
観
戦
武
官
の
一
人
で
あ
っ
た
ウ
オ
l

タ
ス
大
佐
布
。
戸
当
・
出
国
・
者
白
雪
印
)
の
従
軍
報
告
に
基
づ
き
、
外
国
武
官
の
目
に
映
っ
た
ロ
シ
ア
陸
軍
の
対
日
情
報
活
動
に
関
す
る
客
観

的
評
価
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
日
露
両
陸
軍
の
情
報
活
動
を
対
比
さ
せ
る
。
本
節
の
主
た
る
使
用
文
献
は
、
英
国
参
謀
本
部
が
日
露
戦
後

に
編
纂
し
た
観
戦
武
宮
報
告
で
あ
る
。

第
二
節
「
ロ
シ
ア
陸
軍
省
の
情
報
活
動
」
で
は
、
ロ
シ
ア
陸
軍
省
機
構
の
歴
史
的
変
遷
を
概
観
す
る
。
そ
し
て
、
開
戦
前
に
お
け
る
ロ
シ

ア
陸
軍
の
情
報
組
織
を
検
討
す
る
。
そ
の
中
で
、
特
に
ロ
シ
ア
陸
軍
の
中
枢
を
な
す
参
謀
部
に
お
け
る
組
織
形
成
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
極
め
て
複
雑
な
機
構
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。
即
ち
、
開
戦
前
に
お
け
る
ロ
シ
ア
陸
軍
の
参
謀
本

部
は
、
陸
軍
大
臣
の
幕
僚
機
関
で
あ
る
総
参
謀
部
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
節
で
使
用
す
る
ロ
シ
ア
側
の
文
献
は
、

モ
ス
ク
ワ
大
学
教
授
で
あ
っ
た
歴
史
学
者

p
・
ザ
イ
オ
ン
チ
コ
フ
キ
l

(
一
九
O
四
一
九
八
三
、
司
・
〉
-
N
包。
R
耳。
2
5
)
お
よ
び
旧
ソ
連

邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
歴
史
学
研
究
所
教
授
L
・
ベ
ス
ク
ロ

l
ブ
ヌ
イ

(
?
1
一
九
八
六
、
「
。
-
∞
2
町

o
gろ
に
よ
る
一
九
世
紀
末
か
ら
二
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O
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ロ
シ
ア
陸
海
軍
に
関
す
る
著
作
、
満
州
軍
司
令
官
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
将
軍
(
一
八
四
八
1
一
九
二
五
、
。

gmg-
関
口
吋
?

官
同
窓
口
)
回
想
録
、
ー
・
ジ
エ
レ
ピ
ャ
ン
コ

(-〈・

0
0
8
4
B
E
)
に
よ
る
日
露
戦
争
時
の
諜
報
戦
に
関
す
る
著
書
な
ど
で
あ
る
。

第
三
節
「
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
将
軍
」
で
は
、
主
と
し
て
満
州
軍
司
令
官
で
あ
っ
た
同
将
軍
の
回
想
録
に
基
づ
い
て
ロ
シ
ア
陸
軍
総
参
謀
部
の

情
報
収
集
と
対
日
情
報
見
積
り
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア
陸
軍
の
対
日
認
識
を
考
察
す
る
。
そ
の
中
で
、
ロ
シ
ア
陸
軍
首
脳
部
が
日

本
陸
軍
の
戦
闘
準
備
態
勢
を
、
い
か
に
過
少
評
価
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
節
で
使
用
す
る
主
要
文
献
は
、
上
述
し
た
ジ
ェ
レ

ウ
イ
ツ
テ
伯
回
想
記
な
ど
で
あ
る
。

ビ
ヤ
ン
コ
の
著
作
の
ほ
か
、

第
一
節

観
戦
武
官
団

本
節
で
は
、
外
国
観
戦
武
官
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
理
由
は
、
そ
れ
ら
観
戦
武
官
の
従
軍
報
告
の
一
部
か
ら
、

に
関
す
る
客
観
的
評
価
を
検
討
す
る
た
め
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
陸
軍
の
情
報
活
動

情報戦争としての日露戦争 (5) 

特
に
、
英
国
陸
軍
か
ら
ロ
シ
ア
陸
軍
シ
ベ
リ
ア
第
一
軍
団
に
従
軍
し
た
と
思
わ
れ
る
ウ
ォ

l
タ
ス
大
佐
の
武
官
報
告
を
考
察
す
る
。
同
大

佐
は
唯
一
、
そ
の
報
告
の
中
で
、
ロ
シ
ア
陸
軍
総
参
謀
部
の
開
戦
前
に
お
け
る
情
報
活
動
を
指
摘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

外
国
観
戦
武
官

日
露
戦
争
で
は
、
欧
米
諸
列
強
を
含
む
各
国
の
軍
隊
か
ら
派
遣
さ
れ
た
観
戦
武
官
が
、
ま
る
で
満
州
の
瞭
野
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
一
大

(
1
)
 

模
擬
戦
の
見
学
者
の
よ
う
に
、
日
露
両
軍
の
攻
防
戦
を
つ
ぶ
さ
に
実
視
し
、
本
国
へ
お
び
た
だ
し
い
報
告
書
を
送
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
満
州

北法51(4・57)1267



説

軍
司
令
官
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
将
軍
は
観
戦
武
官
に
つ
い
て
回
想
録
の
中
で
、

(2) 

述
べ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
側
か
ら
観
戦
し
た
外
国
人
武
官
の
特
徴
を
、
次
の
よ
う
に

論

「
わ
が
寧
に
従
軍
し
た
諸
外
国
武
官
は
、
ほ
か
の
誰
よ
り
も
冷
静
な
立
場
で
、
戦
闘
状
況
に
正
当
な
評
価
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
武

官
の
多
く
は
粒
よ
り
の
将
校
で
、
わ
が
軍
と
共
に
苦
難
と
危
険
を
分
か
ち
合
い
、
わ
が
軍
を
愛
し
、
相
互
に
敬
愛
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

武
官
報
告
の
内
容
を
知
る
術
が
な
い
」

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
諸
外
国
武
官
の
存
在
は
、
や
っ
か
い
な
も
の
で
あ
っ
た
。
極
東
軍
総
司
令
官
付
参
謀
本
部
参
謀
次
長
オ
ラ
ノ
ア

ス
キ
ー
少
将
は
一
九
O
五
(
明
治
三
八
)
年
九
月
一
日
付
け
の
報
告
書
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
諸
外
国
武
官
に
対
す
る
厳
し
い
内
容
を
書
き

(
3
)
 

送
っ
て
い
る
。

「
諸
外
国
武
官
が
軍
事
行
動
戦
域
に
入
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
武
官
団
を
後
方
に
配
置
す
れ
ば
、
多
く
の
苦
情
と
不
満
を
招
く
こ
と

に
な
る
し
、
部
隊
に
配
属
す
れ
ば
尚
更
、
危
険
で
あ
る
。
そ
し
て
、
外
国
武
官
に
か
か
わ
る
悲
し
む
べ
き
事
件
が
若
干
確
認
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
武
官
は
、
他
の
諸
外
国
武
官
や
わ
が
将
校
団
の
面
前
で
、
無
神
経
な
態
度
を
と
っ
た
。

他
の
武
官
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
情
報
収
集
を
摘
発
さ
れ
た
。

(ヨに)(-)

二
名
の
武
官
は
、
二
月
二
五
日
の
奉
天
撤
退
時
に
捕
虜
と
な
り
、
後
日
判
明
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

日
本
軍
に
最
も
重
要
な
軍

事
機
密
を
提
供
し
た
」

jヒ法51(4・58)1268



日
本
軍
は
当
初
、
同
盟
国
に
あ
っ
た
英
国
の
観
戦
武
官
を
含
め
、
そ
の
行
動
を
厳
し
く
制
約
し
た
。
日
本
の
第
一
軍
(
黒
木
大
将
)
に
英

国
陸
軍
観
戦
武
官
と
し
て
従
軍
し
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
中
将
は
満
州
軍
総
司
令
部
第
二
課
長
福
島
少
将
に
つ
い
て
「
彼
は
文
字
通
り
、
諸
外
国
武

(

4

)

(

5

)

 

宮
や
外
国
通
信
特
派
員
に
対
し
て
羊
の
衣
服
を
つ
け
た
狼
で
あ
っ
た
」
と
、
そ
の
不
満
を
表
現
し
て
い
る
。
観
戦
武
官
の
存
在
は
交
戦
両
軍

に
と
っ
て
、
大
き
な
負
担
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

米
国
の
研
究
者
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
に
よ
れ
ば
、
日
露
戦
争
に
お
け
る

(
6
)
 

主
要
国
観
戦
武
官
の
概
数
は
、
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

な
お
、
英
米
両
国
は
戦
後
、
各
観
戦
武
官
報
告
を
整
理
し
て
公
刊
し

(
8
)
 

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
は
主
と
し
て
、
各
会
戦
に
お
け
る
戦
闘
詳
報

で
あ
る
が
、
雑
報
欄
に
は
、
ロ
シ
ア
軍
捕
獲
文
書
な
ど
貴
重
な
史
粒

含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
、
米
国
参
謀
本
部
が
、
日
露
両
軍
の
野
戦
衛
生

に
多
大
の
紙
幅
を
割
い
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

情報戦争としての日露戦争 (5) 

派遣図 日本軍 ロシア軍

イギリス 17) 22 3 

アメリカ 13 10 

ドイツ 3 5 

フランス 3 4 

ノ、ンガリー 2 2 

スイス 2 1 I 

ブルガリア 2 I 

チリ 2 

イタリア

ルーマニア 2 

スペイン 2 

スウェーテPン 1 1 

アルゼンチン l 

ノルウェー

※1904 (明治37)年7月初日現在、陸
軍武官は25力関、海軍武官は6ヵ国
から満州に派遣されていた。

(
1
)
在
外
公
使
館
付
陸
海
軍
武
官
が
正
規
の
常
駐
武
官
で
あ
る
の
に
対
し
、
観
戦
武
官
は
、
外
交
ル
i
ト
キ
一
通
じ
て
交
戦
両
国
の
承
諾
の
も
と
に

従
軍
し
た
戦
時
の
み
の
臨
時
武
官
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
任
務
は
、
従
軍
野
戦
軍
の
兵
力
組
成
、
兵
坊
を
は
じ
め
、
各
会
戦
の
戦
闘
詳
報

(宮ュ

a
-
n
8
2邑
o
E
-
a意
見
)
を
記
録
・
報
告
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
観
戦
武
官
に
は
諸
外
国
陸
海
軍
の
エ
リ
ー
ト
将
校
が
選
抜
・

派
遣
さ
れ
た
。

こ
の
制
度
の
発
祥
は
不
明
で
あ
る
が
、

わ
が
国
で
は
、
幕
府
が
一
八
六
四

(
元
治
一
冗
)
年
、
プ
ロ
シ
ヤ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
デ
ン
マ
ー
ク
と

北法51{4・59)1269



の
戦
争
に
榎
本
武
揚
(
幕
臣
、
の
ち
明
治
政
府
で
逓
信
、
農
商
務
、
文
部
各
大
臣
歴
任
)
を
、
観
戦
武
官
と
し
て
派
遣
し
て
い
る
。
日
本
参
謀

本
部
は
日
清
戦
争
(
一
八
九
四
[
明
治
二
七
]
年
)
の
際
、
英
国
陸
軍
観
戦
武
官
二
名
の
従
軍
を
認
め
、
一
方
、
英
国
陸
軍
は
ボ

l
ア
戦
争

(
一
八
九
九
{
明
治
三
一
一
]
年
)
時
、
日
本
陸
軍
武
官
二
名
の
観
戦
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

(2)
。
冊
目
白
邑
関
口
『

O宮
E
P
N町、
h
h
E
C
s
h
g
~
b
p否
、
ミ
甘
さ
や
き
』
』
な
・
『
号
室
hS.
て
ミ
ミ

B
E
E
-
-
唱。唱)七一一
N
・

(3)
円〈・

0
3
d
S
F
E
Y
Y
智
号
-EEzh芝
5
3
~
E
h
h
g
v
b
E
qミ
E
Z
2
3
N
E
A
E
て
で
。
K
E
こ
も
ま
ら
さ
(
冨
O目
r
g
L
g
)
七
-
M
M
∞・

(
4
)
井
口
参
謀
本
部
総
務
部
長
の
開
戦
当
初
の
備
忘
録
に
よ
れ
ば
、
「
凡
テ
外
国
人
ハ
福
島
少
将
取
扱
ノ
事
、
独
仏
人
モ
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る

(
井
口
省
吾
文
書
研
究
会
編
『
日
露
戦
争
と
井
口
省
吾
』
[
原
書
房
、
一
九
九
四
年
]
四
六
九
頁
)
。
従
っ
て
、
諸
外
国
の
観
戦
武
官
は
す
べ
て

福
島
少
将
の
指
示
に
基
づ
き
、
そ
の
行
動
が
制
約
さ
れ
、
同
盟
国
の
英
国
陸
箪
将
{
宮
呂
と
ユ
雪
=

い
か
に
対
情
報
(
秘
密
保
人
全
玉
)
に
徹
底
し
て
い
た
か
を
物
語
つ
て
い
る
。

(5)
富
田

2
5ヒ
ミ
幸
町
旬
、
与
さ
'
句
。
。
主
主
尋
問

250・K
3
2
2
ぎ

(gag--唱。3
・

5
・ζ
・国・

(6)HOZH4

。52垣
g
p
J
d
m
〉

g
g
n
S
E
E
s
q

。σ田町三四『的。ご
Z
m
g
g
'
E吉田町柏町宅問
(
3
2
'
3
o
u
-
-
U
R
H
b
s
~
b
k
h
s
a
s
R
g
g明日
凶

E
O

C
E〈
R
2
q
L
2
3
.
Z
0
.

(7)
英
国
陸
軍
は
将
官
三
名
を
含
む
大
観
戦
武
官
団
を
、
日
本
の
在
満
州
野
戦
軍
に
従
軍
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
一
九
O
ニ
(
明
治
三
五
)
年
七
月

に
締
結
さ
れ
た
日
英
軍
事
協
約
書
の
趣
旨
に
則
っ
た
措
置
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府
は
戦
後
、
一
九
O
五
(
明
治
三
八
)
年
一

O
月
に
英
国
を
は

じ
め
独
仏
な
ど
諸
外
国
の
従
軍
武
官
に
対
す
る
叙
勲
を
上
奏
し
、
裁
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
叙
勲
は
、
外
国
交
際
の
一
環
と
し
て
「
外
国

人
叙
勲
内
則
」
(
一
八
八
八
[
明
治
二
二
年
一
一
月
一
九
日
閣
議
決
定
)
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
(
梅
渓
昇
編
『
明
治
期
外
国
人

叙
勲
史
料
集
成
・
別
巻
』
[
忠
文
調

U
一
九
九
一
年
]
五
八
頁
)
。
英
国
陸
軍
観
戦
武
官
名
簿
お
よ
び
叙
勲
一
覧
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

ア

日

本

陸

軍

合

計

二

二

名

肘
第
一
軍
(
黒
木
大
将
)
六
名

-F.H40

印
町
宮
口
出
白
出
口
円
。
=

・向。
F
m
.∞
・
〉

-20ロ

-
F叶円

u
n
.〈
・
国
E
B
m

-
F叶
内

。

-z・司。
-
1
片

説論
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(
勲
一
等
瑞
宝
章
)

(
勲
三
等
旭
日
章
)

(
勲
三
等
瑞
宝
章
)

(
同
右
)



情報戦争としての日露戦争 (5) 

(イ)

-
【
リ
マ
吋
回
・
〈
5
8
2

・
n
z
a
同
・
回
・
同
向
島
区
切

第
二
軍
(
奥
大
将
)
八
名

・戸、同
O

∞
町
岩
.
0
.
z
n
g
-
8ロ

・門
U
O
F

』
・
者
。
4
z
-
z
n
F

・
口
内
〉
・
「
図
面
-
a
g
m

-
F
叶
内
向
〉
同
町
民

-
F同
行
者
・
。
・
玄
E
n
Z
2
8
=

・
玄
と

M
F
tそ
回

oamm『

-
n
司
叶
〉
-E
・臼・田昌子白山、=口。門

-n司『

m
-
H
4白
持

第
三
箪
(
乃
木
大
将
)
八
名

・
門
司
。
∞
町
内
・
』
・
回
Z
2
2円

.【nリ。戸巧認.国.回巴-『

.門門口リ以《。)「

t巧更宅ミ.〉主唱閉己

-5
白

3可
回
ヨE同吾

.
玄
〉
』
。
.
凹
同
喝
ν町R『凹巴-g

-
Z〉
同
《
u
z
n
g
d
ξ
p
a

-
n
匂
吋
の
・
〉
・
戸
J
円
回
目
伺

-
《
リ
吋
門
的
可
〉
・
回
S
E
R
g
s
w
E

-n司
H
a
0
.
∞-m
。σ白『
Z
Oロ(
2
)
 

ロ

シ

ア

陸

軍

合

計

三

名

-
F
司
の
回
国
司
去
の
R
R
-
a

・
向
。
戸
当
・
戸
田
・
d

ぞ
白
お
お

(ウ)
イ

(
勲
四
等
瑞
宝
章
)

(
同
右
)

(
勲
一
等
旭
日
大
綬
章
)

(
勲
三
等
旭
日
章
)

(
勲
三
等
瑞
宝
章
)

(
同
右
)

(
同
右
)

(
勲
四
等
旭
日
章
)

(
勲
四
等
瑞
宝
章
)

(
同
右
)

(
勲
一
等
瑞
宝
章
)

(
勲
三
等
旭
日
章
)

(
同
右
)

(
勲
四
等
旭
日
章
)

(
同
右
)

(
勲
四
等
瑞
宝
章
)

(
同
右
)

(
同
右
)
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ロ
シ
ア
陸
軍
に
好
意
的
で
あ
っ
た
ジ
エ
ラ
ー
ド
中
将
(
辺
町

Z
・。
R
R
S
を
筆
頭
に
、
か
つ
て
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
駐
在
武
官
勤

務
の
経
験
を
も
っ
ウ
ォ

l
タ
ス
大
佐
(
者
-Z-Z-者
伊
丹
相
互
お
よ
び
ホ
ウ
ム
少
佐
(
円
冨

-z。
呂
町
)
の
三
一
名
で
、
い
ず
れ
も
、
英
国
将
校
団
の

(
1
)
 

大
部
分
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
軍
の
勝
利
を
予
測
し
て
の
従
軍
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
ジ
エ
ラ
ー
ド
中
将
は
戦
後
、
本
国
へ
の
帰
途
、
シ
ベ
リ
ア
で
客
死
し
た
た
め
、
戦
争
に
関
す
る
す
べ
て
の
観
戦
記
録
が
紛
失

ぷ

。

ウ

ォ

l
タ
ス
大
佐
と
ホ
ウ
ム
少
佐
の
従
軍
報
告
長
一
九
O
八
(
明
治
四
二
年
、
英
国
参
謀
本
部
に
よ
っ
て
公
刊
さ
れ
、
貴
重
な

史
料
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
ウ
ォ

l
タ
ス
大
佐
は
、
日
英
同
盟
の
締
結
さ
れ
た
一
九
O
二
(
明
治
三
五
)
年
、
日
本
を
訪
問
し
、
日
(4) 

露
両
国
阜
の
比
較
検
討
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
時
点
で
の
ウ
ォ

l
タ
ス
大
佐
の
結
論
は
、
「
ロ
シ
ア
が
日
本
に
勝
つ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
日
露
戦
争
後
に
刊
行
さ
れ
た
二
三
O
頁
を
越
え
る
ウ
ォ

l
タ
ス
大
佐
の
報
告
に
は
、
得
利
寺
(
一
九
O
四
〔
明
治
三
七
〕

-'--
ノ、

一
四
1
一
五
)
、
遼
陽
(
一
九
O
四
〔
明
治
三
七
〕

-
八
・
三
0
1
九
・
五
)
、
沙
河
(
一
九
O
四
〔
明
治
三
七
〕

各
会
戦
の
戦
闘
詳
報
を
は
じ
め
、
「
日
露
戦
争
の
体
験
に
基
づ
く
総
合
報
告
」
(
。

g
m
E
g宮司
5
2
F
Z
w
ζ
2
2
8目
。
『
吾

omza。，』告
g
g
m

-一

0
・
一
一

1
三
O
)

情報戦争としての日露戦争 (5) 

者
向
)
と
題
す
る
弾
薬
・
装
備
、
兵
培
、
後
方
勤
務
な
ど
四
五
項
目
に
わ
た
る
詳
細
な
内
容
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

(5) 

ウ
ォ

l
タ
ス
大
佐
は
、
そ
の
総
合
報
告
の
第
二
三
項
で
、
「
情
報
(
軍
事
)
と
偵
察
」

(
E
Eロ
m
g
g
〔
E-一円
3
〕

S
E
N
n
gロ
ロ
宮
田

E
B
)

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
、
そ
の
内
容
に
検
討
を
加
え
た
い
。

「
日
本
軍
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
言
う
べ
き
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
何
故
な
ら
、
ロ
シ
ア
軍
は
ひ
ど
い
情
報
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
だ
。
従
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
で
き
る
だ
け
何
も
言
わ
な
い
の
が
、
ロ
シ
ア
軍
へ
の
思
い
や
り
と
い
う
も
の
だ
。
私
が
頼
り
に
し
て
い

た
司
令
部
の
参
謀
や
他
の
ロ
シ
ア
将
校
達
は
皆
、
こ
う
い
う
よ
う
に
言
っ
た
も
の
だ
。
彼
ら
の
誰
も
が
言
、
つ
に
は
、
中
国
人
の
ス
パ
イ
が
彼

ら
に
と
っ
て
の
主
な
情
報
源
で
あ
っ
た
。
中
国
人
は
雇
い
主
に
忠
実
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
情
報
は
全
く
信
頼
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
東

北法51(4・63)1273



説

洋
的
な
心
理
作
用
に
よ
る
も
の
で
、
相
手
が
受
け
入
れ
や
す
い
こ
と
を
言
う
の
を
好
む
の
だ
。
そ
し
て
、
数
字
に
は
大
雑
把
で
あ
っ
た
」
以

上
の
よ
う
に
ウ
ォ

l
タ
ス
は
、
他
の
特
徴
に
つ
い
て
は
ロ
シ
ア
軍
に
好
意
的
な
見
方
を
し
な
が
ら
、
情
報
に
つ
い
て
は
酷
評
を
加
え
る
。
さ

~"、~員冊

ら
に
続
け
て
、

「
戦
争
が
勃
発
す
る
前
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
総
参
謀
部
は
、
日
本
軍
が
野
戦
に
投
入
し
、
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
る
部
隊
の

質
と
兵
力
に
関
し
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
情
報
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
あ
ま
り
に
見
当
違
い
で
あ
っ
た
の
は
、
ロ
シ
ア
軍
首
脳
部
が
一
九

O
四
(
明
治
三
七
)
年
一
一
月
末
頃
ま
で
、
日
本
は
フ
ラ
ン
ス
の
人
口
よ
り
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
軍
は
、
せ
い
ぜ
い
三
O
万
か
ら

四
O
万
人
位
が
最
終
的
な
限
界
と
の
見
解
に
固
執
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
遼
陽
か
ら
奉
天
に
撤
退
し
た
後
で
、
一
人
の
将
軍
が
九
月
一
一
日
に

私
に
話
し
て
く
れ
た
。
日
本
軍
は
、
も
う
こ
れ
以
上
兵
士
が
い
な
い
し
、
既
に
一

O
万
人
の
部
隊
を
失
っ
た
と
。
私
は
答
え
た
。
貴
官
の
言

日
本
で
は
、
法
律
に
よ
っ
て
何
年
も
徴
兵
が
な
さ
れ
て
き
た
事
を
考
え
る
と
、
新
し
い
年
度
の
出

わ
れ
る
こ
と
は
本
当
か
も
し
れ
な
い
が
、

征
軍
を
直
ぐ
に
準
備
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
」

シ
ベ
リ
ア
第
一
軍
団
(
シ
ユ
タ
ケ
ル
ベ
ル
ク
中
将
)
に
従
軍
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
英
国
陸
軍
武
官
ウ
ォ

l
タ
ス
大
佐
は
上
述
し
た
報
告

の
中
で
、
彼
自
身
も
ま
た
、
「
日
本
軍
の
戦
闘
能
力
を
と
ん
で
も
な
い
ほ
ど
低
く
評
価
し
た
大
馬
鹿
の
一
人
だ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
が
、

ロ
シ
ア
陸
軍
総
参
謀
部
(
。
『
何
回
同

O
E
m
s
-
g由
民
)
の
開
戦
前
に
お
け
る
対
日
情
報
活
動
が
異
常
な
ほ
ど
欠

そ
れ
に
も
増
し
て
、
同
大
佐
は
、

知
し
、
無
知
で
あ
っ
た
点
を
、
次
の
三
点
に
絞
っ
て
厳
し
く
指
摘
し
て
い
る
。

(コ(→

主
要
な
情
報
源
は
、
信
頼
で
き
な
い
中
国
人
で
あ
る
。

総
参
謀
部
の
対
日
情
報
見
積
り
は
、
甚
だ
し
い
過
小
評
価
で
あ
っ
た
。
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(三)

軍
首
脳
部
は
、

日
本
軍
の
兵
力
を
最
大
三

0
1
四
O
万
人
と
み
て
い
た
。

ウ
ォ

l
タ
ス
大
佐
の
報
告
は
、
後
に
述
べ
る
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
将
軍
の
回
想
録
の
内
容
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
り
、
開
戦
前

に
お
け
る
ロ
シ
ア
陸
軍
の
対
日
認
識
を
取
り
上
げ
た
唯
一
の
観
戦
武
官
報
告
で
も
あ
る
。

日
本
の
満
州
野
戦
軍
第
二
軍
(
奥
大
将
)
に
従
軍
し
た
英
国
陸
軍
武
官
ホ

l
ル
デ
イ
ン
中
佐
(
〉
・
「
白
書

-gn)
は
戦
後
の
一
九

(6) 

O
九
(
明
治
四
二
)
年
一
一
一
月
、
「
日
露
の
情
報
組
織
」

3
8
S
2
2
5
2吉田

aszmE開
g
8
3
5
5出
)
と
題
す
る
講
義
録
を
残
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
中
佐
は
、
開
戦
前
に
お
け
る
ロ
シ
ア
陸
軍
の
情
報
活
動
に
関
す
る
資
料
不
足
を
指
摘
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に

一
方
、

述
べ
て
い
る
。

情報戦争としての日露戦争 (5) 

「
平
時
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
諜
報
は
良
く
整
備
さ
れ
て
い
た
が
、
満
州
に
お
け
る
戦
争
に
つ
い
て
は
失
敗
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
の
第
一

は
、
日
本
軍
の
諜
報
組
織
と
異
な
り
、
現
地
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
活
動
の
た
め
の
拠
点
作
り
が
軽
視
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、

一
定
の
情
報
収
集
計
画
を
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
。
第
三
点
と
し
て
、
当
該
情
報
幕
僚
た
ち
は
す
べ
て
の
活
動
に
関
し
、

野
戦
軍
情
報
部
は
、

無
能
な
中
国
人
通
訳
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

ま
た
、
戦
闘
情
報
収
集
組
織
に
つ
い
て
は
、
日
露
両
軍
の
英
国
観
戦
武
官
団
が
報
告
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
日
本
陸
軍
の
優
れ
た
敵
情

(
7
)
 

把
握
を
指
摘
し
て
い
る
。

米
国
陸
軍
か
ら
の
観
戦
武
官
団
の
う
ち
、
ジ
ャ
ト
ス
ン

北法51(4・65)1275

軍
団
に
従
軍
し
、

(者・〈

-E仏
国
。
ロ
)
陸
軍
工
兵
大
尉
は
一
一
ヵ
月
間
に
わ
た
り
、
主
に
ロ
シ
ア
第
四

ク
ロ
パ
ト
キ
ン
将
軍
の
指
揮
す
る
ロ
シ
ア
軍
司
令
部
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
た
。
そ
し
て
奉
天
会
戦
に
出
会
っ
て
日
本
軍
の



説

捕
虜
と
な
り
、
大
山
元
帥
指
揮
下
の
日
本
軍
総
司
令
部
に
わ
ず
か
二
日
間
で
あ
る
が
、
滞
在
し
、
大
山
、
児
玉
、
福
島
と
会
う
機
会
を
得
て

い
る
。
ジ
ャ
ト
ス
ン
大
尉
は
帰
国
後
、
両
軍
、
両
司
令
部
を
比
較
す
る
報
告
書
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
ジ
ャ
ト
ス
ン
は
、
両
司
令
部
を

論

ロ
シ
ア
陸
軍
の
司
令
部
は
権
限
と
情
報
が
過
度
に
中
央
集
権
化
さ
れ
、
状
況
の
変
化
に
対
応
し
え
な
い
硬
直
性
を
示
し
て
い
る
の
に

対
し
、
日
本
陸
軍
は
、
権
限
と
情
報
が
適
切
に
配
分
さ
れ
、
柔
軟
に
状
況
に
対
処
す
る
「
美
し
い
成
果
」
を
挙
げ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

そ
し
て
日
露
両
軍
の
比
較
検
討
か
ら
両
軍
の
準
備
態
勢
を
お
吉
岡

a
B
g
)
の
差
を
引
き
出
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
最
も
重
要
な
こ
の
戦
争
の

(8) 

教
訓
と
述
べ
て
い
る
。

比
べ
、米

国
海
軍
か
ら
ロ
シ
ア
陸
軍
に
派
遣
さ
れ
た
マ
ツ
カ
リ
l
海
軍
少
佐

2
2
8ロ
〉

-znの
巳
q)
は
一
九
O
四
(
明
治
三
七
)
年
五
月
四
日
、

向日
け本
て第
いつご二
る乙軍

奥
大
将

の
遼
東
半
島
東
部
沿
岸
へ
の
上
陸
作
戦
を
実
視
し
、

ロ
シ
ア
陸
軍
の
情
報
欠
如
と
無
計
爾
な
防
御
作
戦
に
批
判
を

こ
の
よ
う
に
、
観
戦
武
官
の
目
に
映
っ
た
ロ
シ
ア
と
日
本
軍
の
情
報
活
動
お
よ
び
決
定
体
制
の
優
劣
は
、
明
瞭
に
日
本
が
優
位
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

(
l
)
叶

g
g訟
の
-
E
G
5
8
P
旬、

ι号
、
同
ミ
札
口
S
ミ
h
z
E
P同
室
内

F
E
u
d
-宅
ミ
(
円
。
ロ
a
o
P
3∞品)ゆ司
-ME-

(
2
)
S
R
 

(3)
。
司
由
民
回
忌
臼
ロ
・
巧
向

O
B
n
p
豆
町
均
Eh--な
吉
是
認
可
ミ
ら
さ
ロ
ミ
、
白
書
守
凡
な
hp
。
凡
浦
町
内
三
、
砕
き
与
え
さ

S
と
告
2
2
2ミ
勾
ま
と

S
E
R
a
S
H
E

同
吋
同
句
疋
(
戸
。
ロ
色
。
ロ
レ
唱
。
∞
)
咽
〈
C

己ロ・

(
4
)
句

Z
E唱
吋

aO
宅

-
P
E
4宮
町
一
切
コ
ロ
岳
〉
日
M
m
m
H
F吋
n
m閉
田
口
品
』
田
宮

=
σ
0
9
5
3
E
J
K同
「
逗
Y
m
M
h
h
a
ミ
ミ

~yea-
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(5)
。
B
S
回
門
広
告
戸
岩
田
H
O
B
F口、・
2
・七一出、

(6)
〉
・
「
白
血

Ego---同田宮
5
8
2
2
z
a
S
E
E
n
-
5
2
8
∞3REm-@(要
。

-oa¥EUC岨
E
E
B
m
n
n
o
E
O
B
R
F
O
E
S
-
-
8
3・

(
7
)
H
a
Z
0
2
8
。・司
O
G
5
8
p
c、・
2H
七]∞凶・

(8)
旬
。
吉
叶
・
。
5
2君。
op--、
吋
宮
〉
百
四
ユ
E
ロ
玄
回
目
吉
岡
山
『
。
σ明
白

2
2
2
M士
宮

mgmoau-ugnお
岩
田
ヱ
30#l】
唱
。
凶

)
J
O
R
H
q
s
~
N
X
h
2
H
b号
、
同
(
同
内
曲
目
目
白
出
回

g
g

d
E
'
a同日
5、
)
咽

UNUNM1uNUNP
主
hpdh
企凶
@AHM3・

(
9
)
Z
O至
。
司
〉

-
z
n
n
E
-
q
-
g
h
ミ
町
内
ミ
々
河
内
、
司
、
同
九
一
塁
内
河
h
a
s
-
K
E
3
2司
建
m
q
E云
ム
遣
い
明
(
玄
白
『
三
回
za岨
3
1
)岨
-
Y
怠
-

第

ロ
シ
ア
陸
軍
省
の
情
報
活
動

本
節
で
は
、
日
露
開
戦
前
に
お
け
る
ロ
シ
ア
陸
軍
省
に
お
け
る
基
本
的
機
構
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア
陸
軍
の
中
枢
を
な
す

総
参
謀
部
の
組
織
形
成
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
そ
の
中
で
、
特
に
陸
軍
総
参
謀
部
と
参
謀
本
部
と
の
組
織
上
に
お
け
る
複
雑
な
関
連
性
を
考

情報戦争としての日露戦争 (5) 

察
す
る
。

次
に
、

ロ
シ
ア
陸
軍
総
参
謀
部
に
お
け
る
情
報
組
織
を
検
討
す
る
。

陸
軍
省
の
機
構

jヒ法51(4・67)1277

日
露
戦
争
期
に
お
け
る
ロ
シ
ア
陸
軍
省
の
情
報
活
動
お
よ
び
決
定
体
制
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

陸
軍
省
の
機
構
の
基
本
的
骨
格
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
オ
ブ
ル
チ
エ
フ
総
参
謀
長
の
機
構
改
革
案
が
手
が
か
り
と
な
る
。



説

一
八
九

ロ
シ
ア
陸
軍
の
参
謀
本
部
は
、
陸
軍
大
臣
の
幕
僚
機
関
で
あ
る
総
参
謀
部
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
総
参
謀
部
に
関
し
て
、

(
1
)
 

四
(
明
治
二
七
)
年
、
オ
ブ
ル
チ
エ
フ
総
参
謀
長
は
改
編
案
を
起
草
し
、
左
記
五
項
目
の
検
討
を
提
起
し
た
。

号ι
ロ岡

国個1) (ヨ(コト)

戦
争
戦
域
に
お
け
る
部
隊
配
置

軍
の
教
育
訓
練

軍
の
集
中
お
よ
び
初
期
行
動
計
画
の
策
定

国
境
隣
接
軍
管
区
に
お
け
る
野
戦
運
用
の
準
備

想
定
敵
国
の
情
報
収
集
組
織

オ
ブ
ル
チ
ェ
フ
の
狙
い
は
総
参
謀
部
に
対
し
、
高
度
な
戦
略
構
想
の
処
理
能
力
を
付
与
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
ォ

プ
ル
チ
ェ
フ
は
総
参
謀
部
を
陸
軍
省
か
ら
独
立
さ
せ
、
皇
帝
直
属
の
参
謀
本
部
に
統
一
・
昇
格
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
。
ミ

リ
ュ

l
チ
ン
前
陸
相
が
確
立
し
た
運
用
組
織
の
充
実
が
目
的
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
オ
ブ
ル
チ
ェ
フ
提
案
の
中
で
、
情
報
収
集
組
織

の
整
備
が
は
じ
め
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
陸
軍
は
、
こ
の
時
点
で
有
効
な
情
報
機
関
を
確
立
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

パ
ン
ノ
ア
ス
キ
ー
陸
軍
大
臣
は
、
オ
ブ
ル
チ
ェ
フ
提
案
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
が
、
具
体
的
な
成
案
を
得
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ

(2) 

た
。
パ
ン
ノ
ア
ス
キ
ー
お
よ
び
オ
ブ
ル
チ
ェ
フ
両
将
軍
が
一
八
九
七
(
明
治
三
O
)
年
に
退
役
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
後
任
と
し
て
、

(3) 

ク
ロ
パ
ト
キ
ン
陸
相
と
サ
ハ
ロ
フ
総
参
謀
長
が
任
命
さ
れ
、
両
者
が
日
露
開
戦
前
の
ロ
シ
ア
陸
軍
を
指
揮
し
た
の
で
あ
る
。
ク
ロ
パ
ト
キ
ン

陸
軍
大
臣
は
一
九
O
O
(
明
治
一
一
一
一
二
)
年
三
月
、
オ
ブ
ル
チ
エ
フ
提
案
に
基
づ
い
て
「
総
参
謀
部
規
則
」
を
策
定
し
、
同
規
則
は
ニ
コ
ラ
イ

北法51(4・68)1278



一
九
三
二
明
治
三
六
)
年
に
君
主
。
日
露
開
戦
前
に
お
け
る
陸
軍
省
の
組
織
図
は
、
別
図
1
の
通
り
で
在
。

(
6
)
 

な
お
、
組
織
図
に
お
け
る
主
要
部
分
の
概
要
は
、
補
章
・
二
「
部
隊
運
用
」
に
お
い
て
記
述
し
た
。

二
世
の
裁
可
を
得
て
、

別図I

情報戦争としての日露戦争 (5) 

陸軍省組織図
(1903 (明治36)年)

北j去51(4・69)1279



説

(
1
)
円
。
回
目
的
片
岡

C
S
R
p
a古いて
b
h
s
q
E
Eミて
U

町
民
戸
、
同
町
(
忍
g
昨
ぐ
と
ミ
3
・
も

-Moa-

(2)
ミ九九・

(
3
)
A
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
(
一
八
四
八
1
一
九
二
五
)
。
陸
軍
大
将
、
露
士
戦
争
(
一
八
七
七
1
一
八
七
八
)
従
軍
、
中
央
ア
ジ
ア
転
戦
(
一
八
八

こ
、
日
露
戦
争
直
前
ま
で
陸
軍
大
臣
、
満
州
軍
司
令
官
(
一
九
O
四
・
二
1
一
O
)
、
極
東
軍
総
司
令
官
(
一
九
O
四
・
一

0
1
一九
O
五・

三
)
、
第
一
満
州
軍
司
令
官
(
一
九
O
五
・
三
)
、
国
家
会
議
委
員
、
北
部
方
面
軍
司
令
官
(
一
九
一
四
)
、
ト
ル
ケ
ス
タ
ン
将
官
総
督
(
一
九
一

六
1
一
九
一
七
)
(
同
・
〈

-
u
n
B
d
g
E
-
p
s
y
p
h
h
E・5hush骨
ミ
ぎ
宮
司

E
h
h
E
E
E
qミ
吉
H

同
室
ミ
b
q
R
E
て
て
円
苦
止
運
私
自
活
。
凶
[
富
。
同
庁

〈

P
】沼恒一凶]@同
V

凶一N
O
)

。

(
4
)
切
開
田
町
O
〈
口
出
る
問
Y
丘
町
七
-Moa-

(
5
)
S
R
 

(
6
)
Z
N
B
R
E
W
2
Z
U
3
0号
き
て
な
hphhEYむ
き
司
令
む
さ
ぎ
た
岳
町
民
同
自
民
与
え
さ
こ
さ
よ
さ

2
a
s
-
-
3
)唱
唱

-S-

高命

日
露
開
戦
前
の
ロ
シ
ア
軍
情
報
組
織

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
露
開
戦
前
に
お
け
る
陸
軍
省
総
参
謀
部
の
組
織
は
、
一
九
O
一
一
一
(
明
治
一
一
一
六
)
年
発
効
の
「
総
参
謀
部
規
則
」

に
準
拠
し
て
い
る
(
別
図
l
参
照
)
。
こ
の
規
則
が
皇
帝
裁
可
か
ら
一
二
年
も
遅
れ
て
発
効
し
た
理
由
は
、
財
政
上
の
困
難
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

(
l
)
 

た
。
総
参
謀
部
内
に
お
け
る
参
謀
本
部
の
組
織
を
明
確
に
記
述
し
た
文
献
は
見
当
た
ら
な
い
。
従
っ
て
、
「
総
参
謀
部
規
則
」
お
よ
び
「
参

の
内
容
を
援
用
し
、
参
謀
本
部
の
機
能
を
、
次
に
記
述
す
る
。

謀
総
長
規
則
」
(
一
九
O
五
[
明
治
三
八
]
年
六
月
)

(一)

第
一
参
謀
次
長
局

jヒ1去51(4・70)1280



仁)

総
参
謀
部
の
中
核
と
し
て
、
参
謀
本
部
将
校
団
が
二
部
に
分
か
れ
て
勤
務
し
、
第
一
部
は
戦
争
全
般
計
画
、
要
塞
の
配
置
、
部
隊
編

成
お
よ
び
部
隊
訓
練
を
所
掌
し
た
。
第
二
部
が
ア
ジ
ア
お
よ
び
カ
フ
カ
ス
方
面
に
お
け
る
軍
民
運
用
を
担
当
し
た
。

第
二
参
謀
次
長
局

第
一
次
長
局
同
様
、
第
一
部
は
予
想
戦
域
の
研
究
、
情
報
収
集
お
よ
び
作
戦
計
画
を
策
定
し
、
第
二
部
が
動
員
計
画
を
立
案
し
た
。

(三)

管
理
局

(到(四)

第
一
部
は
兵
員
見
積
り
、
叙
勲
、
任
免
お
よ
び
昇
任
な
ど
人
事
問
題
を
、
第
二
部
が
経
理
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。

砲
兵
、
工
兵
、
経
理
、
教
育
、
医
務
、
法
務
お
よ
び
コ
サ
ッ
ク
の
七
コ
総
局
が
そ
れ
ぞ
れ
の
正
面
業
務
を
負
担
し
た
。

参
謀
本
部
ア
カ
デ
ミ
ー
お
よ
び
参
謀
本
部
将
校
団

前
者
は
参
謀
将
校
の
養
成
機
関
で
あ
り
、
後
者
が
参
謀
将
校
の
分
限
を
掌
握
し
た
。

情報戦争としての日露戦争 (5) 

以
上
の
各
局
等
が
参
謀
本
部
の
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
限
り
で
は
陸
軍
省
総
参
謀
長
を
、

参
謀
総
長
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
露
開
戦
前
に
お
け
る
総
参
謀
長
は
、
飽
く
迄
も
陸
軍
大
臣
の
幕
僚
長
で
あ
っ
た
。

上
述
の
よ
う
に
、
一
九
O
一
一
一
(
明
治
一
一
一
六
)
年
発
効
の
「
総
参
謀
部
規
則
」
に
よ
れ
ば
、
陸
軍
省
総
参
謀
部
第
二
参
謀
次
長
局
第
一
部
が

日
露
開
戦
前
、
国
外
情
報
活
動
を
所
掌
し
て
い
た
。
そ
の
細
部
組
織
は
不
明
で
あ
る
が
、
第
一
部
内
に
軍
事
統
計
課
が
置
か
れ
、
同
課
は
七

(2) 

コ
班
以
上
に
分
割
さ
れ
、
さ
ら
に
各
班
が
複
数
の
係
を
隷
属
さ
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
軍
事
統
計
課
第
七
班
の
業
務
は
、
次
の
通
り
で
あ

つれ~。(一)

諸
外
国
軍
事
統
計
資
料
の
収
集
、
処
理
お
よ
び
配
付
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説

個[)(三)(コ

軍
事
諜
報
関
係
の
連
絡

諜
報
将
校
の
派
遣

号ふ
ロ岡

軍
事
に
関
す
る
重
大
な
考
察
の
研
究

な
お
、
極
東
(
日
本
、
朝
鮮
、
中
国
)

担
当
は
第
七
班
第
六
係

(
2
0
E
g
r
)
で

あ
っ
た
。
第
六
係
の
陣
容
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
組
織
構
成
上
か
ら
類
推
し
て
も
、

そ
の
規
模
は
、
極
め
て
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得
・
な
い
。
ロ
シ
ア
陸
軍

の
日
露
開
戦
前
に
お
け
る
情
報
収
集
組
織

図
を
別
図

2
に
示
す
。

別図2
ロシア陸軍情報収集組織図

(日露関戦前)

※この組織は1905(明治38)年6月「参謀総長規則」に基づき、新設の
「参謀本部」に吸収される。
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中
央
の
情
報
収
集
活
動
と
は
別
に
、
隣
接
諸
外
国
の
情
報
収
集
任
務
が
各
軍
管
区
司
令
部
の
統
計
課
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
陸
軍
省
か

(

3

)

(

4

)

 

ら
の
情
報
収
集
計
画
も
な
く
、
さ
ら
に
乏
し
い
予
算
が
各
軍
管
区
の
諜
報
活
動
を
阻
害
し
て
い
た
。
陸
軍
省
総
参
謀
部
は
日
露
開
戦
ま
で
年

(
5
)
 

問
、
約
五
万
六
0
0
0
ル
ー
ブ
ル
(
時
価
約
四
億
五
0
0
0
万
円
)
の
諜
報
機
密
費
を
受
領
し
、
各
軍
管
区
に
四
0
0
0
ル
ー
ブ
ル
(
時
価

(
6
)
 

約
三
二

O
O
万
円
)
か
ら
一
万
二

0
0
0
ル
ー
ブ
ル
(
時
価
約
九
六
O
O
万
円
)
を
配
分
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
第
二
参
謀
次
長
局
第
一
部
軍

事
統
計
課
は
年
問
、
諜
報
費
と
し
て
約
一

0
0
0
ル
ー
ブ
ル
(
時
価
約
八
O
O
万
円
)
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
因
に
、
日
本
は
対
露
戦
に
備

(7) 

ぇ
、
軍
事
諜
報
活
動
経
費
と
し
て
約
二
一
O
O
万
ル
ー
ブ
ル
(
時
価
約
九
六
O
億
円
)
を
計
上
し
た
。
わ
が
国
の
諜
報
機
密
費
の
支
出
期
間

お
よ
び
使
途
等
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
日
露
両
国
の
比
較
は
困
難
で
あ
る
が
、
仮
に
支
出
期
間
を
開
戦
前
五
年
間
と
仮
定
し
た
場
合
に
は
、

日
本
参
謀
本
部
の
諜
報
活
動
費
は
、
ロ
シ
ア
陸
軍
の
そ
れ
を
囚
O
倍
強
も
上
回
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
わ
が
国
参
謀
本
部
が
日
露
開
戦
に

い
か
に
情
報
収
集
活
動
に
力
点
を
置
い
て
い
た
か
を
知
る
興
味
深
い
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。

向
け
て
、

情報戦争としての日露戦争(5) 

対
日
情
報
収
集
活
動
に
お
い
て
主
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
が
諸
外
国
同
様
、
駐
日
公
使
館
付
陸
軍
武
官
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日

(
8
)
 

本
に
お
け
る
秘
密
諜
報
活
動
組
織
は
、
開
戦
直
前
ま
で
全
く
存
在
し
て
い
な
い
か
っ
た
。

(
9
)
 

そ
の
理
由
の
一
つ
は
ロ
シ
ア
陸
軍
武
官
等
の
日
本
語
に
対
す
る
無
知
に
あ
っ
た
。
参
謀
本
部
ア
カ
デ
ミ
ー
に
併
設
さ
れ
た
東
方
語
学
コ
!

(
凶
)

ス
修
了
者
は
一
九
O
三
(
明
治
三
六
)
年
度
、
わ
ず
か
に
三
名
で
あ
っ
た
。
一
八
九
八
(
明
治
三
二
年
三
月
二
一
日
付
け
の
駐
日
公
使
館

(
日
)

付
陸
軍
武
官
報
告
は
次
の
よ
う
な
内
容
を
、
第
二
参
謀
次
長
局
へ
書
き
送
っ
て
い
る
。

「
漢
字
は
、
日
本
の
軍
事
機
構
調
査
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
陸
軍
武
官
の
活
動
に
と
っ
て
、
最
も
深
刻
な
障
害
で
あ
る
。
こ
の
暗
号
に
も

似
た
表
記
法
が
た
ま
た
ま
、
獲
得
し
た
情
報
源
の
利
用
を
不
可
能
に
し
、
日
本
人
通
訳
の
良
心
に
依
存
す
る
以
外
に
方
法
が
な
い
。
陸
軍
武

官
の
立
場
は
正
に
悲
喜
劇
的
で
あ
る
。
総
参
謀
部
は
、
日
本
語
原
稿
に
含
ま
れ
て
い
る
重
要
か
っ
貴
重
な
情
報
資
料
の
入
手
を
命
令
し
、
総
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説

参
謀
部
に
お
い
て
入
手
原
稿
の
内
容
を
知
る
方
法
が
秘
密
保
全
上
、
そ
の
原
稿
を
ベ
テ
ル
ブ
ル
ク
へ
送
り
、
日
本
語
の
出
来
る
唯
一
の
同
志

に
読
解
し
て
も
ら
う
以
外
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

論

一
八
九
八
(
明
治
三
一
)
年
、
駐
日
公
使
館
付
陸
軍
武
官
と
し
て
、
前
年
ま
で
の
陸
軍
大
臣
を
父
に
持
つ

B.
パ
ン
ノ
フ
ス
キ
!
大
佐
が

(ロ)

任
命
さ
れ
、
一
九
O
三
(
明
治
三
六
)
年
に
離
日
し
て
い
る
。
同
大
佐
は
約
五
年
問
、
秘
密
諜
報
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
・
な
く
、
日
本
語

も
解
ら
な
い
状
況
の
中
で
、
活
躍
の
場
を
失
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
二
参
謀
次
長
は
武
官
報
告
の
減
少
と
戦
略
的
価
値
の
低
い
情
報
資
料
の

(
日
)

通
報
な
ど
を
理
由
に
、
武
官
の
更
迭
に
踏
み
切
り
、
後
任
に

v.
サ
モ
イ
ロ
フ
参
謀
中
佐
を
日
本
へ
送
っ
た
。
問
中
佐
も
又
、
前
任
者
同
様
、

大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
も
な
く
、

(
は
)

て
い
る
。

一
九
O
三
(
明
治
一
二
六
)
年
五
月
二
四
日
付
け
の
、
次
の
よ
う
な
武
官
報
告
を
、
総
参
謀
部
へ
宛
て

「
日
本
陸
軍
の
組
成
に
関
す
る
す
べ
て
は
機
密
に
属
し
、
何
ら
か
の
情
報
資
料
に
接
す
る
の
は
正
に
偶
然
で
あ
る
。
諸
外
国
武
官
か
ら
の

入
手
情
報
も
信
頼
し
得
る
も
の
は
何
も
な
い
」

(
日
)

以
上
の
よ
う
に
、
情
報
組
織
と
し
て
の
駐
日
ロ
シ
ア
陸
軍
武
官
の
活
動
は
開
戦
前
、
極
め
て
低
調
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
後
日
、
戦
争
の
帰

趨
に
破
滅
的
な
形
で
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

(
1
)
「
。
・
回
目
田
町

o
g三
e
b
s
q
E
E
b
H
h
N
2
8
て
さ
円
吉
守
口
ぐ

(
Z
g
r
z
sま)・

1
申・
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情報戦争としての日露戦争 (5) 

(2)
戸〈・

0
2
2苫ロ
W0・
p
g
p
h
h
E
E
Eと
芝
戸
、
ミ
ミ
~
E
h
h
E吉
宮
内
高
島

E
h
S守
志
村
正
弘
吉
て
て
♀
.
言
活
安
・

~SM(F由。持
5
3
3
)噸同己】唱・

(
3
)
S
.
ゥ
ィ
ッ
テ
(
一
八
四
九
|
一
九
一
五
)
は
一
八
九
三
(
明
治
二
六
)
年
か
ら
一
九
O
三
(
明
治
三
六
)
年
ま
で
大
蔵
大
臣
に
在
職
し
、

軍
事
予
算
の
大
幅
削
減
を
実
行
し
た

(Omadgro--
、2
・hu--
とも
)

0

(
4
)
U
m『
刊
〈
可

mgro・
。
、
.
円
む
よ
司

-
E∞・

(
5
)

一
ル
ー
ブ
ル
は
一
円
五
銭
三
厘
で
あ
っ
た
(
『
太
陽
』
明
治
三
五
[
一
九
O
二
]
年
一

O
月
五
日
発
行
、
第
八
巻
二
一
号
、
二
二
四
頁
)
。
な

ぉ
、
当
時
の
一
円
は
現
在
の
約
八
0
0
0
円
に
相
当
す
る
(
稲
葉
千
晴
『
明
石
工
作
』
[
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
五
年
]
二
六
頁
)
。

(
6
)
0
0
8
4
g
r
o
-
告
-Sよ司・凶-喧・

(7)
志
位

(
8
)
S
R
-
e
て
主
-

(
9
)
S
R
 

(凶

)MFPEPSnzwogrc-
皆
遣
も
た
ミ
S
足
立
河

g
h
E
E
b
S九
一
豆
諸
む
を
で
た
だ
〕
C
N
-
H
U
S
H
b
E
こ
泊
注
目
活
8
2
2ぎ
P
日
。
吋

3
・

1M0・

(日

)
0
0
8〈
苫
口
町
タ
告
・
門
戸
田
u

己申・

(ロ
)
S
R
・七
-EAW

(凶
)
h
F
R
-
唱・

5
0

(は
)
S
R・4
司・

5
7

(
日
)
$
ミ
・第

三
節

ク
ロ
パ
ト
キ
ン
将
軍

本
節
で
は
、
主
と
し
て
ロ
シ
ア
陸
軍
の
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
将
軍
の
回
想
録
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
ま
ず
ロ
シ
ア
陸
軍
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説

総
参
謀
部
の
情
報
収
集
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
同
総
参
謀
部
の
対
日
情
報
見
積
り
を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
中
で
日
露
開
戦
前
、
帝
政
ロ
シ
ア
に
お
け
る
要
路
の
高
官
を

百命

は
じ
め
、
ロ
シ
ア
陸
軍
首
脳
部
が
日
本
陸
軍
の
戦
闘
力
を
、

い
か
に
過
小
評
価
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

情
報
収
集

ク
ロ
パ
ト
キ
ン
満
州
軍
司
令
官
は
、
情
報
収
集
に
対
す
る
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
、
そ
の
回
想
録
の
中
で
「
日
本
は
軍
事
力
を
拡
大
す
る

と
共
に
、
他
の
分
野
で
も
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
に
対
処
し
た
。
多
く
の
日
本
軍
人
が
ロ
シ
ア
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
軍
事
の
研
究
調
査

に
従
事
し
た
。
満
州
戦
域
は
極
め
て
綿
密
に
踏
査
さ
れ
た
。
通
信
網
が
至
る
所
に
張
り
巡
ら
さ
れ
、
日
本
軍
将
校
は
わ
が
軍
の
調
査
を
目
的

と
し
て
、
わ
が
極
東
に
お
い
て
最
も
低
い
職
責
に
殉
じ
、
多
大
の
成
果
を
達
成
し
た
。
そ
れ
に
引
替
え
、
わ
が
駐
日
武
官
聞
は
、
日
本
に
お

(
l
)
 

い
て
日
本
人
を
侮
蔑
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
」
と
し
て
、
日
露
両
軍
を
対
比
さ
せ
て
い
る
。

(2) 

ロ
シ
ア
陸
軍
総
参
謀
部
は
、
特
殊
な
極
東
戦
域
に
お
け
る
秘
密
諜
報
機
関
の
組
織
作
り
に
無
関
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
平
時
に
お
け

(
3
)
 

る
軍
管
区
司
令
部
の
諜
報
活
動
も
又
、
消
極
的
で
あ
っ
た
。
軍
管
区
司
令
部
に
は
専
門
の
諜
報
将
校
が
配
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
地
方
住
民
を

(
4
)
 

対
象
と
し
た
諜
報
員
養
成
所
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(
5
)
 

ク
ロ
パ
ト
キ
ン
将
軍
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

「
日
本
参
謀
本
部
が
ロ
シ
ア
陸
海
軍
の
兵
力
調
査
の
た
め
に
数
多
く
の
秘
密
工
作
員
を
、
極
東
地
域
へ
送
り
込
ん
で
い
た
の
に
対
し
、
わ

が
総
参
謀
部
は
日
本
軍
兵
力
に
関
す
る
情
報
収
集
を
、
参
謀
将
校
の
み
に
一
任
し
て
い
た
。
さ
ら
に
又
、
そ
れ
ら
参
謀
将
校
の
人
選
が
不
適
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切
で
あ
っ
た
」

日
本
参
謀
本
部
は
、
開
戦
前
の
か
な
り
以
前
か
ら
満
州
に
諜
報
組
織
を
創
設
し
て
要
員
養
成
に
取
り
組
み
、
営
口
(
イ
ン
コ
ウ
)
と
錦
州

(
6
)
 

(
チ
ン
チ
ョ
ウ
)
に
は
中
国
人
密
偵
の
特
殊
養
成
機
関
が
存
在
し
た
。
ロ
シ
ア
側
が
同
様
な
機
関
を
組
織
す
る
の
は
、
一
九
O
五
(
明
治
三

(
7
)
 

八
)
年
五
月
、
漸
く
戦
争
の
末
期
で
あ
っ
た
。

開
戦
初
期
、

(
8
)
 

い
る
c

ク
ロ
パ
ト
キ
ン
満
州
軍
司
令
官
は
陸
軍
総
参
謀
部
の
情
報
収
集
に
関
す
る
無
関
心
な
対
応
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て

情報戦争としての日露戦争 (5) 

「
敵
情
の
収
集
、
捕
虜
尋
問
お
よ
び
秘
密
諜
報
機
関
の
組
織
を
含
む
情
報
部
の
指
揮
は
、
そ
の
円
滑
な
活
動
の
た
め
に
特
別
な
能
力
が
求

め
ら
れ
る
。
私
は
、
満
州
軍
に
お
け
る
こ
の
重
要
な
部
署
の
状
態
に
満
足
せ
ず
、
こ
の
分
野
で
卓
越
し
た
能
力
を
発
揮
し
た
あ
る
参
謀
将
校

の
派
遣
を
要
請
し
た
が
、
全
く
不
十
分
な
理
由
で
拒
否
さ
れ
た
。
そ
し
て
又
、
総
参
謀
部
は
、
満
州
戦
域
か
ら
の
戦
闘
詳
報
に
意
を
用
い
る

こ
と
な
く
、
地
名
や
連
隊
名
の
よ
う
な
資
料
を
公
表
し
、
敵
側
に
連
隊
所
在
地
を
容
易
に
判
定
さ
せ
た
」

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

ロ
シ
ア
陸
軍
総
参
謀
部
は
、
日
露
開
戦
前
に
お
け
る
情
報
収
集
を
、
あ
る
い
は
開
戦
初
期
の
秘
密
保
全
を
軽
視
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

(9) 

皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
は
日
露
開
戦
に
際
し
、
「
日
本
人
は
猿
で
あ
る
。
そ
ん
な
も
の
は
一
撃
の
も
と
に
退
治
し
う
る
」
と
い
う
妄
想
を
抱

(
川
山
)

き
、
開
戦
直
後
の
公
文
書
に
も
「
彼
等
日
本
の
猿
共
が
」
と
い
う
言
葉
が
し
ば
し
ば
、
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
軍
に
対
す

る
適
切
な
情
報
収
集
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

北法51(4・77)1287 



説

(
日
)

ク
ロ
パ
ト
キ
ン
将
軍
は
日
本
戦
勝
の
最
大
の
原
因
と
し
て
、
次
の
言
葉
を
書
き
留
め
て
い
る
。

E命

「
我
々
は
日
本
軍
の
装
備
、
特
に
精
神
力
を
甘
く
見
下
し
、

日
本
軍
と
の
戦
闘
に
対
す
る
態
度
が
余
り
に
も
真
剣
で
は
な
か
っ
た
」

(
1
)
E
5
5
-
E
8宮
E
P
P
E
E
p
s
n
g
E
P
3
B
E
E
-
p
aぎ
'
E
Eミ
芝
で
さ
え
∞
E
E
-
-唱。
3
・て
3
・

(2)
同・〈・
0
白

8
4
g
r
o
-
E古
河

E
2
E
-
E
E
z
h
E凡て
htzy~phhEいておき
N

て
向
島
民
向
き
ミ
ミ
ロ
N
t
良
吉
て
ぎ
冶
内

~84・
否
。
同
(
玄
g
T
P
3
3
)唾聞こ出・

(
3
)
S
R
-
-
u・
-ha-

(
4
)
与
え
よ
聞
こ

2
・

(
5
)
E
5
s
-
E
5宮
晋
P
8・
n
F
七
-M2・

(
6
)
U
伺お〈吉岡回
W
0
・。、.円凡同よ四回・

5A-

(
7
)
S
R
 

(8)
の
g
m
E
一E
B官
E
P

口、.s-喝
-
M

ゴ・

(9)
大
竹
博
吉
『
ウ
イ
ツ
テ
伯
回
想
記
・
日
露
戦
争
と
露
西
亜
革
命
(
上
)
』
(
原
書
房
、

(
叩
)
同
右
、
三
五
七
頁
。

(
日
)
。

g
m
g己
ハ
ロ
『
。
宮
持
戸
色
、
・

SJ-u-Z∞・

対
日
情
報
見
積
り

ウ
イ
ッ
テ
伯
は
、
回
想
記
の
中
で
「
ロ
シ
ア
国
民
が
日
本
と
の
戦
争
に
つ
い
て
、

一
九
七
二
年
)
三
六
四
真
。

い
か
に
楽
観
し
て
い
た
か
は
、
次
の
一
例
を
見
て
も
明

北法51(4-78)1288 



(
l
)
 

ら
か
で
あ
る
」
と
、
述
べ
て
い
る
。

「
一
九
O
四
(
明
治
三
七
)
年
一
月
二
七
日
に
宣
戦
の
詔
勅
が
発
せ
ら
れ
た
時
、
パ
ン
ノ
フ
ス
キ

l
前
陸
軍
大
臣
と
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
現
陸

相
が
会
見
し
て
、
こ
の
戦
争
の
成
行
き
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
そ
の
際
、
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
は
、
日
露
両
国
の
兵
力
比
率
に
つ
い
て
、
日
本
兵

一
人
半
に
対
し
て
ロ
シ
ア
兵
一
人
を
配
す
る
の
を
適
当
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
パ
ン
ノ
ア
ス
キ
ー
は
、
日
本
兵
二
人
に
対
し
て
ロ
シ
ア
兵
一

人
を
充
当
す
れ
ば
十
分
だ
と
し
て
互
い
に
論
争
し
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
軍
事
情
勢
に
最
も
精
通
し
て
い
る
べ
き
筈
の
新
旧
陸
軍
大
臣

の
意
見
で
あ
っ
た
」

ロ
シ
ア
陸
軍
首
脳
部
は
日
露
両
軍
の
相
対
戦
闘
力
を
、
極
め
て
楽
観
的
に
見
積
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
軍
の
半
分

の
兵
力
で
、
日
本
軍
粉
砕
の
可
能
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
。
皇
帝
以
下
、
要
路
の
高
官
ほ
と
ん
ど
が
鎧
袖
一
触
、
日
本
へ
の
勝
利

(2) 

を
確
信
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
、
つ
に
、

情報戦争としての日露戦争 (5) 

ロ
シ
ア
陸
軍
総
参
謀
部
は
開
戦
前
、
「
日
本
陸
軍
の
戦
術
お
よ
び
戦
争
準
備
」
と
題
す
る
小
冊
子
を
作
成
し
、
参
考
資
料
と
し
て
各
大
隊

(3) 

へ
配
付
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
小
冊
子
は
一
九
O
四
(
明
治
三
七
)
年
一

O
月
の
沙
河
戦
闘
後
、
ロ
シ
ア
軍
捕
獲
文
書
の
中
か
ら
発

(4) 

見
さ
れ
、
日
本
軍
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
語
か
ら
日
本
語
へ
、
日
本
語
か
ら
英
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
英
国
陸
軍
観
戦
武
官
が
一
九
O
五

ロ
シ
ア
総
参
謀
部
は
日
本
陸
軍
の
特
徴
を
、

(
明
治
三
人
)
年
二
月
、
従
軍
報
告
と
し
て
本
国
へ
送
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

次
の
よ
う
に
み
て
い
た
。

下
士
官
お
よ
び
兵

北法51(4・79)1289



説

日
本
軍
兵
士
は
背
が
低
く
、
肉
体
的
な
発
達
状
況
も
不
十
分
で
あ
る
が
、
健
康
そ
う
な
体
格
を
し
て
い
る
。
そ
の
行
動
は
や
や
緩
慢
で
あ

る
が
、
理
解
は
早
く
、
器
用
で
あ
る
。
日
本
軍
兵
士
の
主
な
資
質
は
陽
気
、
器
用
、
忍
耐
、
非
利
己
的
で
あ
る
。
日
本
軍
兵
士
は
重
装
備
で

な
け
れ
ば
、
長
距
離
行
軍
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
単
純
さ
は
、
日
本
国
内
の
生
活
様
式
に
負
っ
て
い
る
。
一
九
O
O
(
明
治
三
三
)
年
の
北

清
事
変
以
来
、
日
本
軍
の
重
装
備
長
距
離
行
軍
は
、
兵
士
に
多
大
の
疲
労
を
与
え
る
こ
と
が
日
本
の
文
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
は

生
ま
れ
つ
き
軍
人
種
族
で
、
兵
士
の
生
活
に
容
易
に
慣
れ
、
軍
規
に
素
早
く
適
応
す
る
。
下
士
官
・
兵
は
陸
軍
内
規
の
細
部
を
順
守
し
て
い
る
。

北法51(4・80)1290

eh. 
ロ岡

(コ

歩
兵

日
本
陸
軍
の
戦
闘
訓
練
は
、

一
八
八

0
年
代
の
ド
イ
ツ
方
式
を
モ
デ
ル
に
し
て
お
り
、
そ
れ
に
一
部
修
正
を
加
え
て
い
る
。
歩
兵
は
中
隊

お
よ
び
大
隊
の
双
方
と
も
、
機
動
・
移
動
に
巧
妙
で
、
そ
の
行
軍
能
力
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
下
士
官
は
独
自
に
兵
を
指
導
し
、
中

隊
長
は
部
隊
運
用
を
熟
知
し
て
い
る
が
、
射
撃
能
力
は
そ
の
他
の
点
よ
り
も
劣
っ
て
い
る
。

騎
兵
の
馬
は
極
め
て
貧
弱
、
弱
小
か
つ
訓
練
が
不
十
分
で
、
軍
用
に
適
し
て
い
な
い
。
各
騎
兵
は
騎
兵
服
装
で
乗
馬
し
、

く
ら
は
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
い
。
騎
兵
は
四
本
の
手
綱
を
使
用
し
、
馬
の
速
力
は
遅
く
、
速
足
は
無
理
で
あ
る
。
従
っ
て
、
行
軍
も
無
理
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
欠
点
か
ら
見
る
所
、
日
本
軍
に
は
良
好
な
騎
兵
教
官
が
不
在
で
、
騎
兵
は
馬
の
訓
練
に
慣
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
欠
陥

は
一
部
、
日
本
の
自
然
環
境
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
広
い
平
原
が
少
な
く
、
騎
兵
を
育
成
す
る
機
会
に
乏
し
い
こ
と
に
よ
る
。
騎
兵
の
装

備
は
統
一
性
を
欠
き
、
非
科
学
的
で
あ
る
。

側

砲

兵

砲
兵
の
器
材
、
馬
、
装
備
は
若
干
良
好
で
あ
る
が
、
砲
兵
の
馬
も
小
さ
く
、
訓
練
も
不
十
分
で
あ
る
。
重
砲
を
牽
引
し
た
砲
兵
の
行
軍
は

極
め
て
遅
い
。
砲
手
は
機
動
に
お
い
て
巧
妙
で
、
そ
の
動
作
は
沈
着
冷
静
で
あ
る
が
、
砲
兵
の
訓
練
度
、
規
律
は
か
な
り
歩
兵
よ
り
も
劣
つ

騎
兵

一
般
的
に
そ
の



て
い
る
。
射
撃
の
正
確
度
は
、

ロ
シ
ア
軍
砲
手
と
ほ
ぼ
互
角
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
陸
軍
当
局
は
、
地
上
戦
闘
に
お
け
る
日
本
陸
軍
の
基
幹
コ
一
兵
科
の
持
質
に
つ
い
て
、
低
い
評
価
を
下
し
て
お
り
、

(5) 

二
等
国
の
陸
軍
力
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
駐
日
ロ
シ
ア
陸
軍
武
官
か
ら
の
報
告
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

ク
ロ
パ
ト
キ
ン
満
州
軍
司
令
官
の
回
想
録
に
よ
れ
ば
、
開
戦
前
に
お
け
る
ロ
シ
ア
陸
軍
総
参
謀
部
の
対
日
情
報
見
積
り
は
、
次
の
通
り
で

(6) 

あ
っ
た
。

情報戦争としての臼露戦争(5) 

「
我
々
が
入
手
し
た
日
本
陸
軍
の
兵
力
、
組
織
お
よ
び
訓
練
状
況
に
関
す
る
最
新
情
報
は
、
駐
日
陸
軍
武
官
パ
ン
ノ
ア
ス
キ
ー
参
謀
大
佐

(7) 

の
報
告
に
基
づ
い
て
い
る
。
一
九
O
三
(
明
治
三
六
)
年
に
訪
日
し
た
ア
ダ
パ
シ
参
謀
大
佐
が
総
参
謀
部
ジ
リ
ン
ス
キ
l
少
将
に
提
出
し
た

日
本
陸
軍
の
予
備
兵
力
に
関
す
る
情
報
は
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
情
報
は
、
パ
ン
ノ
ア
ス
キ
ー
大
佐
の
武
官
報
告
と
全
く

異
な
る
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、
ジ
リ
ン
ス
キ
l
少
将
が
無
視
し
た
。
数
カ
月
後
、
駐
日
海
軍
武
官
ル

i
シ
ン
海
軍
中
佐
も
又
、
日
本
陸
軍
の

予
備
兵
力
に
関
す
る
同
様
な
情
報
を
、
海
軍
総
参
謀
部
へ
報
告
し
て
い
る
。
海
軍
総
参
謀
部
は
そ
の
情
報
要
約
を
、
サ
ハ
ロ
フ
総
参
謀
長
へ

報
告
し
た
。
あ
と
に
な
っ
て
、
そ
の
情
報
資
料
の
正
確
度
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
も
又
、
サ
ハ
ロ
フ
お
よ
び
ジ
リ
ン
ス
キ

l
両

将
軍
は
海
軍
の
情
報
要
約
を
握
り
つ
ぶ
し
た
。
従
っ
て
、
一
九
O
コ
一
(
明
治
一
一
一
六
)
年
お
よ
び
一
九
O
四
(
明
治
三
七
)
年
の
日
本
軍
に
関

す
る
情
報
要
約
書
の
中
に
は
、
予
備
軍
に
つ
い
て
一
字
も
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
陸
軍
の
予
備
大
兵
力
に
関
す
る
認
識

が
余
り
に
も
欠
如
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
駐
日
陸
軍
武
官
の
報
告
に
基
づ
く
総
参
謀
部
の
見
積
り
に
よ
れ
ば
、
日
本
陸
軍
の
予
備
軍
を
含

北法51(4・81)1291

む
常
備
軍
お
よ
び
野
戦
軍
の
総
兵
力
数
は
、
四
O
万
余
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」



説

(
8
)
 

ク
ロ
パ
ト
キ
ン
将
軍
は
さ
ら
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ヲ"'-
両岡

「
日
本
陸
軍
に
お
け
る
予
備
軍
の
編
成
は
、
我
々
の
見
積
り
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

旅
順
に
お
い
て
日
本
軍
と
衝
突
す
る
場
合
、
極
東
軍
戦
略
展
開
計
画
の
中
で
見
積
ら
れ
て
い
た
日
本
軍
兵
力
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
即

ち
、
日
本
軍
が
開
戦
当
初
、
野
戦
軍
の
編
成
完
結
ま
で
に
野
戦
行
動
に
派
遣
し
得
る
兵
力
は
現
有
二
一
一
コ
野
戦
師
団
中
、

一
九
O
一
二
(
明
治
三
六
)
年
一
一
月
の
時
点
で
、

一
O
コ
師
団
の
み

二
一
O
コ
歩
兵
大
隊
、
四
六
コ
騎
兵
中
隊
、

本
陸
軍
に
対
す
る
兵
力
見
積
り
で
あ
っ
た
。

一
コ
攻
城
大
隊
か
ら
成
る
総
兵
力
一
二
万
五
0
0
0
名
が
、
日

で
あ
る
。

一
O
コ
工
兵
大
隊
、

(9) 

こ
の
見
積
り
は
一
九
O
一
一
一
(
明
治
三
六
)
年
、
駐
日
陸
軍
武
官
サ
モ
イ
ロ
フ
参
謀
中
佐
か
ら
の
報
告
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
私
が
訪
日

し
た
際
、
サ
モ
イ
ロ
フ
中
佐
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
日
本
軍
の
我
々
に
対
す
る
戦
力
は
二
一
一
コ
師
団
中
の
一

O
コ
師
団
の
み
で
、
予
備
箪
に
つ

い
て
は
無
関
心
で
あ
っ
た
。
又
、
総
参
謀
長
が
一
九

O
四
(
明
治
三
七
)
年
一
月
三
O
目
、
私
に
提
出
し
た
総
参
謀
部
の
作
戦
計
画
案
に

一
一
コ
師
団
を
戦
線
に
投
入
し
、
残
余
の
二
コ
師
団
を
日
本
に
残

『
入
手
し
た
情
報
に
よ
れ
ば
、
日
本
陸
軍
は
二
一
吉
野
戦
師
団
の
う
ち
、

置
さ
せ
る
』
と
記
載
さ
れ
、
こ
の
計
画
案
で
も
予
備
軍
に
つ
い
て
は
一
切
、
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」

五
四
コ
騎
兵
中
隊
、
一

O
六
コ
砲
兵
中
隊
(
六
三
六
門
)
、
三
八
コ
工
兵

一
コ
鉄
道
大
隊
で
あ
り
、
歩
兵
大
隊
数
で
ロ
シ
ア
陸
軍
全
体
に
対
し
て
は
約
九
%
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
開
戦
当
初
、
極
東
に
展
開

(
問
)

し
て
い
た
ロ
シ
ア
陸
軍
野
戦
軍
に
対
し
て
は
約
二
倍
強
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
ロ
シ
ア
陸
軍
総
参
謀
部
は
日
本
軍
の
戦
闘
力
を
、
%
以

(
日
)

下
に
見
積
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
じ
後
の
各
戦
闘
に
与
え
た
影
響
は
言
う
に
及
、
は
な
い
。

(ロ)

ク
ロ
パ
ト
キ
ン
将
軍
は
対
日
情
報
見
積
り
、
特
に
日
本
陸
軍
の
潜
在
予
備
戦
力
に
関
す
る
ロ
シ
ア
総
参
謀
部
の
過
小
評
価
を
指
摘
し
、
日

因
に
、
日
本
陸
軍
野
戦
部
隊
の
総
数
は
一
五
六
コ
歩
兵
大
隊
、

中
隊
、
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(
日
)

本
軍
の
調
査
を
命
ぜ
ら
れ
た
駐
日
陸
軍
武
官
団
の
怠
慢
を
指
弾
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、

ロ
シ
ア
陸
軍
の
最
高
責
任
者
(
陸
相
)

と
し
て
の
自
ら
の
統
御
不
足
を
問
わ
れ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
「
我
々
は
情
報
不
足
に
も
拘
ら
ず
、
常
に
優
越
感
と
軽
蔑
の
目
で
日
本
軍

(M) 

に
対
処
し
た
」
と
、
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
自
身
が
述
懐
し
て
い
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
白
人
大
国
ロ
シ
ア
の
対
日
感
に
は
、
夜
郎
自

大
的
な
自
惚
れ
の
み
が
横
溢
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
「
ロ
シ
ア
軍
司
令
部
は
敵
情
に
関
す
る
最
新
か
つ
正
確
な
情
報
も
な
く
、
目
隠

し
さ
れ
て
リ
ン
ク
に
あ
が
る
ボ
ク
サ
ー
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
不
十
分
な
情
報
活
動
が
、
こ
の
戦
争
に
お
け
る
ロ
シ
ア
敗
北
の
根
本
原
因
の
一

(
日
)

つ
で
あ
っ
た
」
と
、
本
章
に
お
い
て
し
ば
し
ば
引
用
し
た
ジ
ェ
レ
ピ
ヤ
ン
コ
自
身
が
情
報
活
動
の
不
足
を
、
ロ
シ
ア
敗
因
の
一
つ
と
し
て
結

論
づ
け
て
い
る
。

情報戦争としての日露戦争 (5) 

ク
ロ
パ
ト
キ
ン
満
州
軍
司
令
官
は
、
開
戦
初
期
の
一
九
O
五
(
明
治
三
八
)
年
一
一
一
月
一
八
日
お
よ
び
四
月
三
O
日
付
け
の
上
奏
書
の
中
で
、

「
日
本
軍
が
我
が
軍
の
配
置
状
況
を
知
悉
し
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
行
動
計
画
に
活
用
し
て
い
た
の
に
反
し
、
我
が
軍
は
決
心
さ
え
も
手
探
り

(
日
山
)

状
態
で
あ
っ
た
」
と
報
告
し
て
、
暗
に
開
戦
前
に
お
け
る
情
報
戦
争
の
敗
北
を
認
め
て
い
る
。

ロ
シ
ア
陸
箪
総
参
謀
部
の
情
報
活
動
に
対
し
て
、
日
本
参
謀
本
部
は
、
日
露
決
戦
を
予
期
し
て
最
大
限
の
努
力
を
集
中
展
開
さ
せ
た
。
そ

の
中
で
、
日
英
軍
事
協
商
の
日
本
陸
軍
代
表
福
島
安
正
少
将
が
「
イ
ギ
リ
ス
か
ら
提
供
さ
れ
た
対
露
情
報
は
日
本
が
受
け
た
利
益
の
最
大
の

(
げ
)

も
の
で
あ
っ
た
」
と
、
後
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
最
も
権
威
あ
る
英
陸
軍
諜
報
局
と
の
太
い
情
報
ル

l
ト
と
信
頼
関
係
が
日
本
参
謀
本
部

の
情
報
活
動
を
、
よ
り
推
進
さ
せ
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
参
謀
本
部
は
、
日
露
開
戦
前
の
情
報
戦
争
に
お
い
て
極
め
て
優
位

に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
。
聞
ち
、
そ
れ
は
、
日
本
陸
軍
が
情
報
戦
争
と
し
て
の
日
露
戦
争
に
お
い
て
勝
利
し
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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右
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情報戦争としての日露戦争 (5) 

〔
参
考
〕
I

史
料一
「
日
英
連
合
軍
大
作
戦
方
針
」

二
「
竜
動
曾
議
始
末
報
告
」

三
「
日
英
軍
事
協
商
に
関
す
る
参
謀
総
長
意
見
書
」

四
「
応
聴
将
校
下
士
心
得
」

五
「
海
外
派
遣
者
報
告
規
定
」

六
「
将
校
下
士
ニ
シ
テ
外
国
ニ
招
聴
セ
ラ
ル
ル
者
ノ
手
続
」

七
「
別
表
八
露
国
戦
時
兵
力
概
見
表
」

八
「
別
表
九
黒
龍
軍
管
及
関
東
州
配
兵
表
」

九
「
別
表
十
黒
龍
江
軍
管
及
関
東
州
各
地
方
戦
時
兵
力
概
見
表
」

十
「
別
表
十
一
西
伯
利
軍
管
区
配
兵
表
及
戦
時
兵
力
概
見
表
」

十
一
「
別
表
十
二
黒
龍
軍
管
区
・
関
東
州
配
兵
表
」

十
二
「
別
表
十
三
絶
東
派
遣
縁
定
露
軍
一
覧
表
」

十
三
「
別
表
十
四
極
東
露
国
重
要
職
員
姓
名
一
覧
表
」

E 

資
料一一

英
国
陸
軍
諜
報
局
関
係
資
料

満
州
・
朝
鮮
各
金
図

注

(一

1

一一)

(

一

l
一
二
)

(

一

l
三
)

(二
l
一一)

(二
i
一

一

)

(二
l
二
)

(三
l
一

)

(三
l
一

)

(
三
|
一
)

(三
l
一

)

(三
1

二
)

(一二

1

二
)

(
三
!
一
一
)

(

一

l
二
一
)

(二
l
三
)
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各
史
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料
の
末
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弧
内
の
数
字
は
、
使
用
し
た
(
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|
節
)
を
示
す
。



説

〔
参
考
〕

I 

史
料

論

史
料

臼
英
連
合
軍
大
作
戦
方
針

東
亜
ノ
平
和
ヲ
維
持
ス
ル
為
メ
日
英
ノ
同
盟
ハ
成
立
セ
リ
東
亜
ノ
平
和
ト
ハ
首
ト
シ
清
韓
両
国
ヲ
保
全
ス
ル
目
的
ナ
リ
此
同
盟
ニ
頼
リ
永
ク
其
目
的

ヲ
達
シ
得
レ
パ
無
上
ノ
幸
福
ナ
リ
ト
難
モ
事
変
ハ
毎
ニ
意
想
ノ
外
ニ
生
ス
者
、
ン
意
外
ノ
事
変
ノ
為
メ
平
和
ヲ
破
綻
セ
ン
ト
ス
ル
者
有
ラ
ン
カ
直
チ
二
百

方
之
レ
カ
保
全
ニ
勉
メ
サ
ル
可
ラ
ス
若
シ
保
全
ノ
手
段
登
キ
タ
ル
ノ
日
ハ
之
ヲ
破
壊
セ
ン
ト
ス
ル
国
ニ
対
シ
遂
ニ
干
支
ニ
訴
ヘ
サ
ル
可
サ
ラ
ル
場
合
ノ

来
ラ
サ
ル
ヲ
保
シ
難
シ
因
テ
軍
事
ノ
局
ニ
当
ル
者
ハ
常
ニ
此
場
合
ニ
対
ス
ル
計
画
ヲ
予
定
シ
在
ル
ヲ
要
ス

夫
レ
作
戦
ヲ
計
画
ス
ル
ニ
ハ
先
ツ
敵
手
タ
ル
ヘ
キ
邦
国
ヲ
案
定
セ
サ
ル
可
ラ
ス
惟
フ
ニ
今
日
ニ
於
テ
清
韓
両
国
ノ
保
全
ヲ
妨
ケ
ン
ト
ス
ル
者
即
チ
日
英

同
盟
ノ
目
的
ヲ
撹
乱
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
何
レ
ノ
邦
国
ナ
ル
ヘ
キ
カ
其
欧
米
河
川
中
ニ
在
ル
ヘ
キ
山
誰
モ
異
議
ナ
キ
所
ナ
ル
ヘ
シ
両
州
中
ノ
邦
国
ニ
シ
テ

猿
腎
ヲ
東
亜
ニ
延
ハ
サ
ン
ト
欲
ス
ル
ハ
露
独
仏
填
伊
米
ノ
六
国
ニ
外
ナ
ラ
ス
此
等
ノ
国
ハ
自
国
ノ
利
益
ヨ
リ
打
算
シ
テ
或
ハ
単
独
ニ
事
ヲ
起
ス
事
有
ル

ヘ
キ
或
ハ
数
国
連
合
シ
テ
日
英
同
盟
ノ
主
旨
ヲ
破
壊
セ
ン
ト
ス
ル
者
ア
ラ
ン
モ
亦
測
リ
難
シ
然
レ
ド
モ
尚
ホ
仔
細
ニ
査
察
ス
レ
ハ
此
六
回
ノ
数
ハ
更
に

縮
メ
テ
一
一
一
ト
為
ス
ヲ
得
へ
シ
何
ト
ナ
レ
ハ
填
伊
二
国
ノ
如
キ
ハ
殆
ン
ト
撹
乱
ヲ
首
唱
ス
ル
事
無
シ
ト
断
定
シ
得
ヘ
ク
剰
他
ノ
四
国
ニ
於
テ
モ
亦
其
希

望
ニ
厚
薄
ア
ル
ヘ
シ
試
ニ
輿
地
図
ヲ
展
ヘ
テ
之
ヲ
観
ル
ニ
清
韓
両
国
ニ
壌
地
ヲ
近
接
シ
在
ル
モ
ノ
ハ
露
国
ニ
シ
テ
之
ニ
亜
ク
ハ
安
南
ニ
於
テ
清
国
ト
接

壌
ス
ル
仏
国
ナ
リ
其
他
独
逸
ノ
如
キ
ハ
少
数
ノ
兵
惨
州
湾
ニ
駐
屯
シ
在
リ
ト
難
モ
更
二
本
国
ヨ
リ
多
数
ノ
兵
ヲ
派
遣
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
大
ニ
作
戦
ス
ル

コ
ト
能
ハ
サ
ル
ヘ
シ
米
国
ハ
比
律
賓
島
即
チ
清
国
ノ
対
岸
ニ
兵
ヲ
駐
屯
シ
在
リ
ト
難
モ
是
レ
亦
多
大
ノ
数
ニ
非
ス
故
ニ
六
筒
ノ
邦
国
中
、
清
ニ
関
係
ヲ

有
ス
ル
ハ
四
箇
国
ニ
シ
テ
四
箇
国
中
関
係
ノ
最
モ
深
キ
ヲ
露
国
ト
シ
之
ニ
次
ク
ヲ
仏
国
ト
ス
現
今
世
界
ノ
情
勢
上
日
英
両
国
ノ
反
対
ニ
立
チ
東
亜
ノ
平

和
ヲ
撹
乱
ス
ル
コ
ト
有
ル
ヘ
キ
顧
慮
ノ
多
キ
ハ
此
露
仏
両
国
ノ
一
カ
或
ハ
其
同
盟
ニ
在
リ
ト
予
想
シ
得
ヘ
シ
而
シ
テ
他
ノ
四
国
中
ノ
一
一
一
ノ
此
両
国
ニ

加
盟
ス
ル
コ
ト
有
ラ
ン
ニ
ハ
其
加
ハ
ル
ノ
数
ニ
応
シ
テ
随
ツ
テ
危
険
ノ
度
ヲ
増
サ
ン
乃
チ
最
大
ノ
危
険
ハ
欧
米
両
州
六
回
ノ
協
同
ナ
リ
ト
仮
定
シ
得
ヘ

シ
是
ヲ
以
テ
日
英
両
国
ハ
此
想
定
ヲ
標
準
ト
シ
テ
予
メ
之
ニ
当
ル
ノ
計
画
ヲ
立
テ
以
テ
万
一
ノ
変
ニ
応
シ
違
算
ナ
キ
ヲ
期
セ
サ
ル
可
ラ
ス
而
シ
テ
其
計

画
ノ
基
準
ハ
上
述
ノ
六
国
ノ
此
希
望
ノ
為
使
用
シ
得
ヘ
キ
兵
力
ニ
在
リ
乃
チ
之
ヲ
調
査
ス
ル
ニ
左
ノ
如
、
ン
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情報戦争としての日露戦争 (5) 

第 1表

列国海軍力比較表

五一一一一竺 全海軍力 在東洋海軍力

日 本 24万頓 21万頓

英 国 152万頓 15万頓

露 国 39万頓 11万頓

仏 国 60万頓 6万頓

独 国 36万頓 4万頓

伊 国 28万頓 l万頓

米 国 30万頓 5万頓

1 頓数万位以下ハ四捨五入ヲ為シタルモノナリ
備 考 2 外国全海軍力ハ明治34年10月ノ調査ニ依リ同在東洋海軍

力ハ明治35年5月1日ノ調査ニ依ル

第2表

二回以上連合海軍力比較表

主主証一一之全 全海軍力 在東洋海軍力

日 英 176万頓 36万頓

露 イム 99万頓 17万頓

露 イム 1虫 135万頓 21万頓

露 仏 独 伊 163万頓 22万頓

露仏独伊米 193万頓 27万頓

備 考|本表ハ別紙列国海軍力比較表ニ依リテ調整シタルモノナリ
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モチ<>. 号、4
H冊 世己

第3表

絶東駐屯露軍戦時兵力一覧表 明治35年5月調査

主;ト¥型空 満 外l 黒龍軍管 西伯利軍管 総 言十

大隊 38( 4) 26( 12) 4I( 40) L05( ~ 歩兵
人員 39，783( 3，976) 26，640(11，928) 40，245 (39，240) 106，668(55，144) 

中隊 33( 1) 57( 19) 42( 14) 132( 34) 
騎兵

野 人員 5，633( 162) 9，236( 3，078) 7，945( 2，366) 22，814 ( 5，606) I 

中隊 19 5 8 32 
砲兵

戦 人員 5，799 1，484 1，968 9，251 

中隊 4 4 8 
工兵

兵 人員 1. 130 825 1. 955 

輸送 翰5 縦H 輸5 縦?を
車菌室

( 3，025) I 縦列 (1，193) (1，832) 

人員計 52，345 ( 4.138) 41，210(18，031) 50，158(41，606) 143，713(63，775) 

大隊 2 7 9 
歩兵
人員 2，030 7.125 9，155 

要
中隊 8 8ト I部隊 16ト i部隊

砲兵
塞 人員 2，806 3，360 6，166 

中隊 l 水雷 3 2 水雷 3 
兵 工兵

人員 135 708 843 

人員計 4，971 11，193 16，164 

中隊 6 6 
鉄道隊

人員 1. 674 1. 674 

人員合計 57，316 ( 4，138) 54，077 (18，031) 50，158(42，225) 161，551(63，775) 

備考 1. ( )内ノ数字ハ( )外ノ数字中ニ含有スルモノニシテ我後備隊ニ等シキ部
隊トスI'!pチ歩兵ニ在テハ予備兵、騎兵ニ在テハ寄薩克第3次兵ヲ示ス砲兵
ニハ戦時特設スル部隊アルモ悉ク我野戦隊ト同等ノ戦闘力ヲ有スルモノト

見倣シ本表ニハ其細部ヲ掲ゲズ

2 総重兵ニハ平時ヨリ常設、幹部隊アルモ其兵力微弱ニシテ大部ハ戦時拡大
スルヲ以テ悉ク我後備兵ニ等シキモ見倣ス而シテ表中ノ(輸送隊)ハ糧食

縦列ヲ示シ(縦列)ハ弾薬縦列ヲ示ス
3.満州、|ノ区画内ニ在ルモノハ目下満州ニ現在スル兵力ニシテ関東州駐屯隊ヲ
含有ス而シテ累龍箪管ノ区画内ニ在ルモノハ目下満州ニ駐屯セル兵力ヲ除

キタル数!:lPチ目下黒龍軍管ニ現存スル数ヲ示ス
4.満州駐屯隊ニハ目下多数ノ減員アルモノノ如クナルモ精確ナル数ヲ得ザル

ヲ以テ本表ニハ編制表ノ人員ヲ示ス 、問ジク 1大隊アルモ本 I
5.黒詑軍管ニハ新設ノ予備歩兵2大隊西伯利軍管ニノ
表ニハ其編成完備セルモノトシテ示セリ

北法51(4・88)1298



情報戦争としての日露戦争 (5) 

第4表

東洋ニ於ケル仏国陸軍力

兵五~是主き 北 清 上 海 広州湾 東 京 交E止支那 安 南

さ伝 兵 2，000 
700 

400 18，370 1. 943 2，938 

砲 兵 240 

--------
1，280 

-------
960 

騎 兵 60 

----------------
150 

---------------工 兵 100 

-----~ 
520 

----------------2，400人 700人 400 20，320 5，841 

言十 t砲ロ 山砲
徒山砲、野砲、山砲 6門 野砲 48門 36門

徒歩砲
歩砲

総 計 砲3，500人 26，161人
-・・18門 砲"'84r~

備 考 l 目U表ノ外、東忠、父E止支那及ピ安南ニハ規軍約2万3千人アリ

第5表

露軍ノ満州及烏蘇里に集中スルニ要スル日数概見表(明治35年5月)

集地中

軍管区 兵 力 集中地到着目数

名所在地 隊数 兵数 全輸送
西伯利・後 輸送法の摘要

貝加爾ノミ

満 歩 40Bn

満
騎 27Co 54，666 

州 砲 26Co

1'''' 黒
後
貝
騎 48Co 7，920 

」ー~ー一
メE』3 言十 62，586 35-42日 35-42日 チタ~ハルピン

，里蘇烏
歩 21Bn
騎 9Co 27，553 
砲 llCo

音包 満州
騎 6Co 

1，385 13日 13日
ニングタ~ニコリスク

，烏 砲 1Co 行軍

加爾後貝

歩 4Co 3，920 18-23日 18-23日 ストレァンスク発

歩 8Co 
8，441 9 -36日 9 -36日 東i青鉄道

蘇
砲 2Co 

歩 12Bn

西伯利
騎 24Co 16，962 24-52日 24-52日 後貝加爾鉄道
砲 4Co

里 歩 26Co 19，600 40-89日 40-89日 東清鉄道

歩 lD 
25，800 45-71日 94-113日

東清鉄道

莫斬科 砲 6Co ー部行軍

向上 25，800 65-91日 114-133日 同上

lロ為 員十 129，461 

考備
本表ハ後貝加爾鉄道ハ15両編成列車毎日 4回、東j青鉄道ハ 1回、黒龍江ハスト
レテンスク及ポクロブカヨリ後貝加爾鉄道ノ 2列車分トシテ計算セリ

jと法51(4・89)1299



説

「
右
第
二
表
ニ
示
ス
如
ク
東
洋
ニ
在
ル
海
軍
カ
ヲ
比
較
ス
ル
ニ
露
仏
二
国
連
合
ハ
日
英
両
国
ノ
半
数
ニ
足
ラ
ス
独
ヲ
加
ル
モ
尚
ホ
三
分
ノ
二
ニ
上
ラ

ス
伊
ヲ
加
へ
米
ヲ
合
セ
テ
モ
未
夕
日
英
ノ
数
ニ
匹
敵
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
」

g6. 
p冊

五
月
一
一
一
一
目
、
山
本
海
相
の
意
見
に
よ
り
、
付
表
の
う
ち
第
一
表
お
よ
び
第
二
表
が
削
除
さ
れ
、
上
記
の
表
現
が
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

「
東
洋
ニ
在
ル
海
軍
力
ヲ
比
較
ス
ル
ニ
日
英
連
合
海
軍
ノ
勢
力
ハ
露
国
海
軍
ハ
勿
論
露
仏
連
合
海
軍
ノ
勢
力
ヨ
リ
モ
遥
カ
ニ
優
レ
リ
」

又
其
陸
兵
ハ
第
三
表
露
兵
ノ
黒
龍
軍
管
区
即
チ
南
烏
蘇
利
及
満
州
遼
東
ニ
在
ル
モ
ノ
約
十
万
第
四
表
仏
兵
ノ
北
清
上
海
広
州
湾
東
京
安
南
及
交
世
支

那
ニ
在
ル
モ
ノ
約
三
万
即
チ
露
仏
二
国
ノ
陸
兵
ノ
東
亜
ニ
在
ル
モ
ノ
合
計
二
二
万
ナ
リ
然
レ
ド
モ
若
シ
黄
海
勃
海
日
本
海
等
ノ
制
海
権
ヲ
失
フ
タ
ル
彼

レ
二
国
ハ
陸
兵
ノ
カ
ヲ
以
テ
直
接
協
同
作
戦
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ヘ
シ
故
一
一
我
作
戦
計
画
ハ
縦
ヒ
露
仏
二
国
ノ
同
盟
連
合
軍
ニ
対
ス
ル
モ
敵
ノ
陸
兵
ハ
唯
露

関
ノ
東
亜
ニ
集
中
シ
得
ン
兵
力
ヲ
打
算
ス
ル
ノ
ミ
ニ
テ
足
レ
リ

是
ニ
於
テ
露
仏
二
国
ノ
我
ニ
対
シ
和
親
ヲ
破
ル
ニ
際
、
ン
彼
ノ
採
ラ
ン
ト
ス
ル
作
戦
計
画
案
ヲ
攻
究
ス
ル
ニ
彼
直
チ
ニ
攻
勢
ヲ
取
リ
来
ル
ヘ
キ
ヤ
否
ヤ
惟

フ
ニ
其
海
軍
力
第
二
表
ニ
示
ス
如
ク
大
ニ
我
両
国
ト
懸
隔
セ
ル
カ
故
ニ
必
ス
彼
ヨ
リ
来
リ
テ
海
戦
ヲ
挑
ム
コ
ト
ヲ
為
サ
サ
ル
ヘ
シ
蓋
シ
二
国
ノ
艦
隊
ハ

洋
海
上
ノ
交
戦
ヲ
遊
ケ
露
国
ノ
海
軍
根
拠
地
浦
汐
斯
徳
及
旅
順
ニ
入
リ
陸
兵
ノ
援
助
ヲ
借
リ
テ
港
湾
内
ニ
於
テ
拒
戦
シ
速
ニ
多
数
ノ
露
国
陸
兵
ヲ
極
東

ニ
集
中
シ
之
ヲ
以
テ
其
目
的
ヲ
達
成
セ
ン
コ
ト
ヲ
図
ル
ヘ
シ

其
極
東
ニ
集
中
シ
得
ル
第
一
ノ
兵
即
チ
東
亜
駐
屯
ノ
モ
ノ
ハ
第
三
表
ノ
如
ク
約
一
O
万
ト
ス
而
シ
テ
此
兵
ノ
配
置
ヲ
予
想
ス
ル
ニ
一
部
ハ
南
烏
蘇
利
ニ

一
部
ハ
南
遼
東
ニ
其
大
部
ハ
烏
遼
両
方
面
ニ
赴
援
ス
ル
ニ
使
ナ
ル
恰
か
実
地
方
ニ
集
中
ス
ル
ナ
ル
へ
シ

是
ニ
於
テ
我
両
国
ハ
此
仮
定
ヲ
標
準
ト
シ
テ
作
戦
ス
ル
ニ
彼
我
兵
力
ノ
関
係
上
必
ス
攻
勢
ヲ
取
ラ
サ
ル
可
カ
ラ
而
シ
テ
其
攻
勢
ヲ
取
ル
ニ
甲
乙
ノ
二
策

ア
リ
甲
ハ
両
国
ノ
艦
隊
ノ
ミ
ヲ
以
テ
彼
ノ
根
拠
地
ニ
向
ヒ
其
陸
海
軍
ヲ
攻
撃
ス
ル
コ
ト
乙
ハ
我
陸
海
軍
ノ
カ
ヲ
合
セ
テ
彼
ノ
陸
海
軍
ヲ
攻
撃
ス
ル
コ
ト

是
ナ
リ

此
甲
乙
策
ハ
和
漢
ノ
兵
法
ニ
所
謂
ル
奇
正
ニ
シ
テ
甲
ハ
奇
ナ
リ
乙
ハ
正
ナ
リ
夫
レ
敵
ノ
海
軍
根
拠
地
ハ
旅
順
浦
塩
並
ニ
堅
固
ナ
ル
防
御
ヲ
湾
口
ニ
有
ス

之
ニ
向
ヒ
艦
隊
ノ
ミ
ヲ
以
テ
攻
撃
セ
ン
ト
ス
ル
第
一
策
ハ
危
険
ヲ
冒
ス
作
戦
ニ
シ
テ
奇
捷
ヲ
侯
倖
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
ニ
或
ハ
為
メ
二
時
日
ヲ
徒
費
シ

敵
ノ
術
中
ニ
陥
リ
遂
ニ
大
ナ
ル
不
利
ヲ
招
ク
ニ
至
ラ
ン
因
テ
此
ノ
如
キ
術
策
ハ
唯
々
臨
機
ノ
用
ニ
供
フ
ル
ニ
止
メ
正
則
ナ
ル
第
二
策
ヲ
取
ル
ヲ
可
ト
ス

北法51(4・90)1300



情報戦争としての日露戦争 (5) 

即
チ
我
両
国
ノ
陸
海
軍
戦
力
ニ
テ
敵
軍
ヲ
圧
迫
シ
以
テ
目
的
ヲ
達
セ
ン
コ
ト
実
ニ
万
全
ノ
策
ト
ナ
リ
ト
ス

第
五
表
ニ
示
セ
シ
如
ク
露
国
ノ
四
十
四
日
以
内
ニ
極
東
ニ
集
中
シ
得
ル
兵
力
ハ
約
十
万
ナ
リ
然
レ
ド
モ
露
ハ
大
国
ニ
シ
テ
多
大
ノ
兵
力
ヲ
有
ス
ル
カ
故

ニ
此
四
十
四
日
以
上
ヲ
経
過
ス
レ
ハ
日
子
ヲ
略
ス
ル
ニ
随
テ
集
中
シ
得
ル
兵
数
ハ
増
ス
ヘ
シ
此
ノ
如
キ
ニ
至
ル
ト
キ
ハ
其
極
東
ニ
集
中
ス
ル
兵
力
ハ
我

両
国
ノ
兵
力
ヨ
リ
優
勢
ナ
ル
モ
ト
ト
為
ル
ヘ
シ
唯
々
其
之
ヲ
自
由
ニ
集
中
シ
得
サ
ル
ハ
遼
輸
カ
ノ
不
便
ナ
ル
是
ナ
リ
故
ニ
我
作
戦
ハ
彼
ノ
不
便
ト
ス
ル

所
ニ
乗
シ
勉
メ
テ
短
少
ノ
日
子
ヲ
以
テ
我
陸
兵
ヲ
運
送
、
ン
優
勢
ナ
ル
兵
力
ヲ
以
テ
速
ニ
彼
ヲ
攻
撃
ス
ル
ニ
在
リ

夫
レ
僅
少
ノ
日
子
ヲ
以
テ
優
勢
ノ
陸
兵
ヲ
輸
送
セ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
コ
ト
此
ノ
如
シ
乃
チ
帝
国
ハ
常
ニ
之
カ
準
備
ニ
勉
メ
サ
ル
可
ラ
ス
凡
ソ
迅
速
ニ
出
兵

ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
動
員
及
鉄
道
船
舶
ノ
輸
送
ナ
リ
我
陸
軍
ノ
動
員
計
画
及
鉄
道
ノ
輸
送
方
法
ハ
共
ニ
大
ニ
整
頓
シ
在
リ
独
リ
尚
ホ
補
足
ヲ
要
ス

ル
ハ
船
舶
ナ
リ
現
下
帝
国
ノ
軍
事
輸
送
ニ
供
シ
得
ル
船
舶
ハ
五
十
万
頓
ア
リ
而
シ
テ
此
内
拾
五
万
頓
ハ
我
艦
隊
ニ
付
属
シ
他
ノ
三
拾
五
万
頓
ノ
船
モ
常

ニ
各
所
ニ
散
在
ス
ル
カ
故
ニ
之
ヲ
集
ム
ル
ニ
ハ
大
ニ
臼
子
ヲ
要
ス
動
員
後
二
十
日
間
ニ
集
メ
得
ル
モ
ノ
ハ
僅
カ
ニ
二
十
万
頓
余
ア
ル
ノ
ミ
凡
ソ
一
師
団

ノ
兵
ヲ
輸
送
ス
ル
ニ
ハ
十
二
万
頓
ノ
船
ヲ
要
ス
今
船
舶
僅
ニ
二
十
万
頓
余
ナ
ル
ト
キ
ハ
縦
ヒ
二
十
日
ヲ
費
ス
モ
尚
ホ
二
個
師
団
ヲ
同
時
ニ
輸
送
ス
ル
能

ハ
ス
即
チ
四
十
四
日
以
内
ニ
於
テ
敵
ニ
優
サ
ル
兵
力
ヲ
戦
地
ニ
具
備
セ
ン
コ
ト
ハ
不
可
能
ノ
コ
ト
ニ
属
シ
大
ニ
不
便
ヲ
感
ス
ル
所
タ
リ
故
ニ
適
当
ノ
方

法
ヲ
以
テ
船
舶
ノ
不
足
ヲ
補
充
ス
ル
コ
ト
ヲ
図
ラ
サ
ル
可
ラ
ス

以
上
作
戦
ノ
方
針
ヲ
約
言
ス
レ
ハ
左
ノ
如
シ

O
日
英
両
国
ハ
速
ニ
艦
隊
ヲ
集
中
シ
テ
敵
艦
ヲ
撃
砕
ス
ヘ
シ

O
若
シ
敵
、
海
戦
ヲ
遊
ケ
港
湾
内
ニ
潜
マ
ハ
報
チ
之
ヲ
封
鎖
シ
テ
海
上
ヲ
制
シ
速
ニ
優
勢
ナ
ル
陸
軍
ヲ
輸
送
シ
陸
海
軍
両
軍
協
力
、
ン
テ
敵
ノ
陸
兵
ノ
ミ

未
タ
大
ニ
集
ラ
サ
ル
ニ
治
ヒ
其
海
軍
根
拠
地
ヲ
攻
撃
シ
以
テ
勝
ヲ
制
ス
ル
ノ
地
歩
ヲ
占
ム
ヘ
シ

付

記清
韓
両
国
ノ
事
ハ
本
論
中
ニ
論
及
セ
サ
リ
シ
カ
是
ハ
其
時
ニ
臨
ミ
左
ノ
方
法
ヲ
採
ラ
ン
ト
ス

韓
国
ニ
ハ
速
ニ
若
干
ノ
兵
ヲ
京
城
ニ
派
遣
シ
威
力
ヲ
以
テ
其
向
背
ヲ
決
セ
シ
ム
ヘ
シ

清
国
ハ
目
下
ノ
情
況
ヨ
リ
推
測
ス
レ
ハ
之
ヲ
誘
導
シ
テ
我
作
戦
ヲ
妨
害
セ
サ
シ
ム
ル
コ
ト
決
シ
テ
難
事
ニ
非
ス
少
ク
モ
厳
正
中
立
ヲ
守
ラ
シ
ム
ル
ヲ

得
ヘ
ク
或
ハ
我
カ
為
メ
ニ
利
用
シ
テ
敵
ニ
妨
害
ヲ
加
へ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
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説

史
料

竜
動
舎
議
始
末
報
告

論

明
治
品
川
五
年
五
月
十
四
日
横
須
賀
曾
議
ア
リ

同
十
七
日
彰
仁
親
王
殿
下
ノ
随
行
ヲ
命
セ
ラ
レ
急
ニ
英
国
皇
帝
並
ニ
皇
后
両
陛
下
ノ
戴
冠
式
ニ
赴
ク
事
ト
ナ
リ
更
ニ
陸
軍
大
臣
ヨ
リ
左
ノ
訓
令
ヲ
受
ク

訓
令貴
官
ハ
英
国
陸
軍
当
局
者
ト
曾
見
ノ
際
左
ノ
主
旨
ニ
従
ヒ
商
議
ス
ペ
シ

一
商
議
ス
ベ
キ
作
戦
方
針
ハ
別
紙
ニ
擦
ル
ベ
シ
(
別
紙
ハ
参
謀
本
部
ヨ
リ
下
附
ス
)

二
作
戦
地
域
ノ
範
囲
ハ
本
協
商
ニ
基
キ
極
東
ニ
局
限
ス
ベ
シ

三
英
国
ヨ
リ
出
兵
ニ
際
シ
援
助
シ
得
ベ
キ
船
舶
ノ
噸
数
及
該
船
舶
ノ
下
ノ
関
ニ
集
中
シ
得
ベ
キ
時
日
ノ
件

四
英
国
ヨ
リ
極
東
ニ
出
兵
シ
得
ル
陸
兵
数
及
其
発
送
時
日
ノ
件

五
海
軍
ノ
事
ニ
関
シ
テ
ハ
伊
集
院
海
軍
少
将
ト
協
議
ス
ベ
シ

明
治
品
川
五
年
五
月
廿
二
日

陸
軍
大
臣

寺
内
正
毅

陸
軍
少
将

福
島
安
正

殿

英
国
海
軍
当
事
者
ト
商
議
ス
ル
ニ
方
リ
帝
国
海
軍
ノ
事
ニ
関
シ
テ
ハ
伊
集
院
海
軍
少
将
ヲ
シ
テ
其
任
ニ
当
ラ
シ
メ
貴
官
ハ
同
少
将
ト
和
衷
協
同
シ
其

作
戦
ニ
陸
海
軍
ノ
別
ア
リ
ト
難
モ
帝
国
カ
外
ニ
向
テ
達
セ
ン
ト
ス
ル
宏
遠
ノ
目
的
ニ
至
テ
ハ
彼
此
一
貫
相
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
思
ヒ
公
明
白
ラ
持
シ
以

テ
能
ク
其
重
任
ヲ
尽
サ
ン
コ
ト
ヲ
勉
ム
ベ
シ

右
特
ニ
訓
示
ス

明
治
品
川
五
年
五
月
二
十
三
日

陸
軍
大
臣

寺
内
正
毅

陸
軍
少
将

福
島
安
正

殿
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情報戦争としての日露戦争 (5) 

五
月
廿
三
日
加
掌
他
汽
船
曾
社
ノ
エ
ム
ブ
レ
ツ
ス
、
ヲ
フ
、
ジ
ヤ
ツ
パ
ン
披
ニ
搭
シ
テ
横
浜
ヲ
解
績
シ
六
月
三
日
パ
ア
ン
ク

l
パ
ル
ニ
上
陸
シ
四
日

汽
車
ニ
乗
シ
テ
東
ヲ
指
シ
格
機
山
ノ
東
方
強
雨
ノ
為
メ
線
路
ニ
故
障
ヲ
生
シ
テ
前
日
ノ
列
車
轄
覆
セ
シ
等
ノ
事
ア
リ
シ
故
橡
定
ヨ
リ
モ
大
ヒ
二
時
間
ヲ

費
ヤ
シ
タ
リ
シ
ガ
幸
ヒ
ニ
シ
テ
同
十
日
夜
新
約
克
ニ
達
シ
十
一
日
午
前
十
時
英
国
ニ
向
テ
解
績
ノ
汽
船
セ
ン
ト
ル
イ
競
ニ
搭
乗
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
而
シ
テ

大
西
洋
ヲ
航
ス
ル
事
七
昼
夜
ニ
シ
テ
議
定
ノ
通
リ
十
九
日
竜
動
ニ
到
着
セ
リ

此
時
竜
動
ハ
戴
冠
式
ノ
準
備
ニ
雑
踏
ヲ
極
メ
数
十
万
人
ノ
内
外
国
人
ハ
街
巷
ニ
充
塞
シ
宮
民
口
ハ
タ
此
事
ニ
忙
殺
セ
ラ
ル
ル
有
様
ナ
ル
ヲ
以
テ
当
局
者

ニ
普
通
ノ
訪
問
ヲ
為
セ
シ
ノ
ミ
ニ
テ
未
タ
商
議
ノ
端
緒
ニ
就
カ
ス
所
謂
戴
冠
週
ノ
経
過
ス
ル
ヲ
待
タ
ン
ト
セ
リ

是
ヨ
リ
先
キ
宇
都
宮
少
佐
カ
諜
報
局
作
戦
部
長
ヲ
ル
タ
ム
中
佐
ト
曾
合
シ
満
州
ニ
釣
ス
ル
作
戦
上
ノ
研
究
ヲ
為
セ
シ
ハ
仮
令
個
人
間
ノ
研
究
ニ
過
サ

ル
考
ヲ
以
テ
為
シ
タ
ル
ニ
モ
セ
ヨ
注
意
ス
ヘ
キ
事
項
多
カ
ル
ベ
キ
ヲ
思
ヒ
詳
細
宇
佐
宮
少
佐
ニ
尋
問
セ
シ
ニ
ヲ
ル
タ
ム
中
佐
ニ
話
セ
シ
要
領
左
ノ
如
シ

一
日
本
ハ
短
時
日
ニ
精
兵
三
拾
高
ヲ
動
員
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ

二
作
戦
目
標
ハ
恰
か
賓
タ
ル
ベ
シ

三
日
本
ハ
英
国
陸
軍
ノ
来
援
ヲ
求
メ
ザ
ル
ベ
シ

四
日
本
ノ
求
ム
ル
所
ハ
運
送
船
並
ニ
軍
資
金
ナ
ル
ベ
シ

ヲ
ル
タ
ム
中
佐
ハ
宇
佐
官
少
佐
ニ
英
国
ハ
安
南
並
ニ
東
京
地
方
ニ
作
戦
ス
ル
ノ
希
望
ヲ
有
ス
ル
ヲ
以
テ
此
際
日
本
陸
軍
ノ
来
援
ヲ
熱
望
セ
リ
ト
又
連
合

陸
海
軍
ノ
指
揮
権
ニ
関
シ
中
佐
ハ
陸
軍
ノ
指
揮
ヲ
日
本
ニ
譲
リ
海
軍
ノ
指
揮
ヲ
英
国
ニ
得
ン
事
ノ
意
思
ヲ
陳
タ
リ
ト

同
廿
目
安
正
ヲ
ル
タ
ム
中
佐
ト
倶
楽
部
ニ
曾
食
セ
シ
際
中
佐
日
ク
貴
官
ハ
諜
報
局
長
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
ニ
面
曾
シ
商
議
ス
ル
ノ
希
望
ヲ
有
セ
ラ
ル
ル

カ
中
将
ハ
頻
リ
ニ
貴
官
ノ
到
着
ヲ
待
チ
日
英
ノ
連
合
作
戦
ニ
関
ス
ル
要
務
ヲ
協
議
ス
ル
ヲ
希
望
シ
居
レ
リ
ト
安
正
日
ク
本
官
モ
同
様
ノ
希
望
ヲ
有
シ
且

ツ
貴
国
ノ
当
事
者
ト
商
議
ス
ル
ヲ
得
ベ
キ
権
能
ヲ
有
シ
居
レ
リ
只
タ
目
今
ハ
官
民
共
ニ
戴
冠
式
ノ
準
備
ニ
日
モ
亦
タ
足
ラ
ザ
ル
様
子
ナ
レ
パ
此
一
週
ヲ

経
過
セ
シ
後
チ
緩
々
協
議
ヲ
尽
シ
タ
キ
希
望
ナ
リ
又
貴
官
モ
知
ラ
ル
ル
通
リ
事
ハ
最
モ
機
密
ヲ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
商
議
ノ
際
ニ
相
舎
ス
ル
者
ハ
責
任
ア
ル

両
国
ノ
陸
海
軍
委
員
ニ
限
リ
タ
シ
是
等
ノ
希
望
ヲ
橡
メ
貴
官
ヨ
リ
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
ニ
含
メ
置
カ
レ
タ
シ
ト
中
佐
臼
ク
貴
意
ヲ
領
セ
リ
英
国
ノ
陸
軍
ヨ

リ
ハ
諜
報
局
長
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
委
員
ニ
任
命
セ
ラ
ル
ペ
シ
貴
宮
ハ
貴
国
ノ
公
使
ヲ
経
テ
我
外
務
大
臣
ニ
公
文
ヲ
発
セ
ラ
ル
ベ
キ
ヤ
ト
安
正
日
ク
否
ナ

第
一
回
曾
議
ハ
既
ニ
我
横
須
賀
ニ
於
テ
セ
リ
而
シ
テ
竜
動
ニ
於
テ
関
カ
ル
ベ
キ
第
二
回
ノ
曾
議
ニ
付
イ
テ
東
京
駐
繋
ノ
貴
国
公
使
ヨ
リ
貴
国
ノ
外
務
大

臣
ヘ
報
告
ア
リ
シ
筈
ナ
ル
ヲ
以
テ
本
官
ハ
別
ニ
公
丈
ノ
交
換
ヲ
為
サ
サ
ル
考
ナ
リ
旦
ツ
陸
海
両
軍
連
合
作
戦
ノ
要
領
ハ
我
横
須
賀
ニ
於
テ
其
議
ヲ
尽
シ

タ
ル
ヲ
以
テ
此
ニ
開
カ
ル
ベ
キ
曾
議
ハ
陸
海
各
別
ニ
商
議
ス
ル
方
、
便
利
ナ
ラ
ン
ト
思
考
ス
云
々
ト
此
末
項
ハ
大
ヒ
ニ
顧
慮
ス
ル
所
ア
リ
テ
特
ニ
話
シ
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置
タ
リ
向
廿
三
日
オ
ル
タ
ム
中
佐
ハ
書
翰
ヲ
送
リ
去
ル
火
曜
日
(
二
十
日
)
倶
楽
部
ニ
於
テ
安
正
ノ
意
見
ヲ
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
ニ
陳
ヘ
タ
ル
ニ
中
将
ハ
海
軍

省
ト
協
議
シ
戴
冠
式
ノ
終
リ
タ
ル
後
チ
曾
議
ノ
時
日
ヲ
決
定
シ
テ
安
正
ノ
同
意
ヲ
求
メ
ン
ト
ス
ル
旨
ヲ
申
越
タ
リ

同
廿
四
日
英
国
皇
帝
陛
下
病
ヒ
篤
ク
寛
ニ
施
術
セ
ラ
レ
聖
霧
危
シ
ト
ノ
事
ニ
テ
此
夜
公
然
戴
冠
式
延
引
ノ
旨
ヲ
発
表
セ
ラ
レ
タ
リ

戴
冠
式
中
止
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
最
早
来
週
ヲ
待
ツ
ヲ
要
セ
ス
故
ニ
書
ヲ
送
テ
オ
ル
タ
ム
中
佐
ノ
書
翰
ニ
答
へ
且
ツ
舎
議
ノ
前
務
メ
一
一
一
ノ
相
談
シ

置
タ
キ
事
ア
ル
趣
ヲ
申
シ
通
セ
リ

同
廿
五
日
オ
ル
タ
ム
中
佐
又
書
翰
ヲ
以
テ
戴
冠
式
延
期
ノ
不
幸
二
関
セ
ス
英
国
政
府
ハ
安
正
ト
商
議
ヲ
関
ク
ノ
希
望
ヲ
有
ス
ル
旨
ヲ
告
ケ
且
ツ
其
時

日
ヲ
決
定
ス
ル
ノ
前
ニ
於
テ
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
ハ
詳
細
ニ
関
シ
政
府
ノ
決
定
ヲ
待
チ
ツ
ツ
ア
ル
趣
ヲ
申
来
レ
リ

同
廿
六
日
電
信
ヲ
以
テ
伊
集
院
海
軍
少
将
ノ
在
否
ヲ
確
カ
メ
タ
ル
後
チ
汽
車
ニ
テ
ポ
l
ツ
マ
ウ
ス
ノ
錨
地
ニ
赴
キ
少
将
ニ
面
曾
シ
テ
近
日
以
来
ノ
経

過
ヲ
陳
へ
且
ツ
来
週
ハ
曾
議
ノ
運
ヒ
ニ
至
ル
ベ
キ
ヲ
以
テ
左
ノ
件
々
ヲ
協
議
セ
リ

一
陸
海
軍
指
揮
権
問
題
ノ
出
タ
ル
時
ハ
之
ニ
磨
セ
ス
他
日
ノ
為
メ
ニ
品
跡
地
ヲ
存
シ
置
ク
事

二
陸
海
軍
各
別
ニ
曾
議
ヲ
開
ク
ノ
方
針
ヲ
取
ル
事

三
責
任
者
ノ
外
曾
議
ニ
列
セ
シ
メ
ザ
ル
事

是
等
ノ
事
ニ
関
シ
テ
ハ
竜
動
ニ
於
テ
安
正
彼
ノ
責
任
者
卜
珠
メ
手
続
ヲ
定
ム
ル
ヲ
約
シ
同
日
竜
動
ニ
帰
着
セ
リ

同
三
十
日
オ
ル
タ
ム
中
佐
ハ
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
ノ
命
ヲ
受
ケ
書
ヲ
送
テ
日
ク
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
並
ガ
ス
タ
ン
ス
海
軍
少
将
ハ
商
議
ノ
準
備
既
ニ
整
ヒ

貴
官
並
ニ
貴
官
ノ
同
僚
タ
ル
海
軍
少
将
来
ル
火
曜
日
即
チ
七
月
四
日
午
前
十
一
時
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
館
(
陸
軍
省
ノ
附
属
官
舎
ニ
シ
テ
諜
報
局
ヲ
霞

ク
所
)
ニ
於
テ
曾
議
ヲ
関
キ
夕
、
ン
ト
貴
宮
ノ
便
否
如
何
ト
又
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
ハ
書
記
官
ト
シ
テ
オ
ル
タ
ム
中
佐
ヲ
舎
議
ニ
列
セ
シ
メ
度
ガ
ス
タ
ン
ス

少
将
モ
亦
タ
同
一
ノ
注
意
ヲ
以
テ
其
幕
僚
タ
ル
一
海
軍
将
校
ヲ
参
列
セ
シ
メ
度
由
ヲ
附
記
シ
テ
同
意
ヲ
求
メ
来
レ
リ

且
ツ
陸
海
軍
各
別
ノ
曾
議
ヲ
希
望
シ
タ
ル
モ
先
方
ニ
於
テ
ハ
第
一
曾
即
チ
陸
海
軍
ノ
連
合
作
戦
ニ
関
ス
ル
問
題
ヲ
討
議
ス
ル
時
ノ
ミ
連
合
曾
議
ト
為

シ
度
趣
モ
申
来
リ
シ
故
同
意
シ
置
タ
リ

此
時
伊
集
院
少
将
ハ
シ
ヤ
ル
子
ス
軍
港
ノ
錨
地
ニ
ア
リ
依
テ
其
翌
七
月
一
日
チ
ヤ
ツ
タ
ム
ニ
赴
キ
少
将
ヲ
見
テ
先
方
ヨ
リ
曾
議
ノ
時
日
ヲ
申
シ
来
リ

タ
ル
事
第
一
曾
ハ
連
合
ノ
舎
議
ヲ
希
望
シ
来
リ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
同
意
シ
置
タ
ル
事
並
ニ
書
記
官
ト
シ
テ
英
ノ
各
委
員
、
一
名
宛
ノ
将
校
書
記
官
ヲ
参
列
セ

シ
メ
度
旨
申
シ
来
リ
同
意
ヲ
求
メ
ツ
ツ
ア
ル
事
等
ヲ
陳
へ
我
方
ニ
於
テ
モ
同
様
一
名
宛
ノ
将
校
ヲ
従
ル
事
ト
シ
同
日
是
非
竜
動
ニ
来
曾
ア
ラ
ン
事
ヲ
陳

官'o.
ロ岡
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タ
リ
然
ル
ニ
伊
集
院
少
将
ハ
同
日
箪
艦
一
一
林
公
使
等
ヲ
招
待
シ
置
タ
ル
ニ
ヨ
リ
竜
動
ニ
赴
ク
事
能
ハ
ス
且
ツ
今
週
ハ
先
約
ア
リ
テ
如
何
ト
モ
ス
ル
事
能

ハ
ザ
ル
趣
キ
ナ
リ
シ
故
来
週
ハ
何
時
ニ
テ
モ
都
合
ノ
出
来
得
ル
事
ヲ
約
シ
テ
竜
動
ニ
帰
リ
翌
二
日
左
ノ
書
翰
セ
リ

六
月
三
十
日
附
ノ
貴
翰
ヲ
領
ス
本
官
ハ
来
ル
火
曜
日
差
支
ナ
キ
モ
同
僚
伊
集
院
少
将
ハ
此
週
間
先
約
ア
リ
テ
都
合
出
来
難
キ
趣
ナ
レ
パ
曾
議
ハ
来
週

月
曜
日
マ
テ
延
期
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
希
望
ス
貴
官
ガ
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
ノ
書
記
官
ト
シ
テ
曾
議
ニ
列
セ
ラ
ル
ル
事
並
ニ
ガ
ス
タ
ン
ス
少
将
モ
同
一
ノ
注
意

ヲ
以
テ
一
将
校
ヲ
従
ヘ
ラ
ル
ル
事
ハ
本
官
ノ
喜
フ
所
ナ
リ
請
フ
此
意
ヲ
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
ニ
伝
ヘ
ラ
レ
ヨ
且
ツ
本
官
モ
書
記
官
ト
シ
テ
宇
佐
宮
少
佐
ヲ

従
へ
度
伊
集
院
少
将
モ
亦
タ
一
幕
僚
将
校
ヲ
従
フ
ベ
シ
中
将
ノ
同
意
ヲ
請
ヒ
置
カ
レ
ン
事
ヲ
望
ム
云
々
(
オ
ル
タ
ム
中
佐
宛
)

安
正
未
タ
英
国
全
軍
指
揮
官
元
帥
ロ
パ

l
ト
伯
及
ヒ
陸
軍
大
臣
ブ
ロ
ー
ド
リ
ッ
ク
氏
ニ
面
曾
セ
ザ
ル
故
曾
議
ノ
前
ニ
於
テ
其
紹
介
ヲ
ニ
コ
ル
ソ
ン
中

将
ニ
依
頼
シ
且
ツ
伊
集
院
少
将
ハ
海
軍
ノ
方
面
ヨ
リ
特
ニ
書
翰
ヲ
以
テ
案
内
ス
ル
ニ
非
レ
ハ
出
席
ニ
不
便
ナ
ル
趣
ナ
ル
ヲ
以
テ
宇
都
宮
少
佐
ヲ
諜
報
局

ニ
遣
ハ
シ
オ
ル
タ
ム
中
佐
ニ
其
手
続
ヲ
依
頼
セ
リ

同
日
オ
ル
タ
ム
中
佐
ヨ
リ
左
ノ
書
翰
ニ
接
ス

本
日
附
ノ
貴
翰
ヲ
宇
都
宮
少
佐
ヨ
リ
接
手
セ
リ
直
ニ
之
ヲ
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
並
ガ
ス
タ
ン
ス
少
将
ニ
通
知
セ
シ
ニ
両
将
宮
北
八
本
月
七
日
即
チ
来
ル
月

曜
日
午
後
三
時
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ

i
館
ニ
於
テ
貴
官
等
ニ
曾
合
セ
ン
事
ヲ
希
望
セ
リ
又
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
ハ
貴
官
ノ
書
記
官
ト
シ
テ
宇
都
宮
少
佐
ヲ
歓

迎
シ
伊
集
院
少
将
ヘ
ハ
ガ
ス
タ
ン
ス
少
将
ヨ
リ
第
一
舎
ノ
時
日
ヲ
直
報
ス
ル
筈
ナ
リ
云
々

同
三
日
返
書
ヲ
発
シ
テ
来
ル
七
日
(
月
曜
日
)
午
後
三
時
ウ
イ
ン
チ
エ
タ
l
館
ノ
曾
合
ニ
同
意
ノ
趣
ヲ
申
シ
通
セ
リ

同
日
午
前
十
時
四
十
五
分
彰
仁
親
王
殿
下
悌
国
巴
里
ニ
向
ケ
発
程
セ
ラ
ル
英
国
皇
太
子
並
ニ
コ
ン
ノ

l
ト
公
等
停
車
場
ニ
来
リ
送
ラ
ル

同
七
日
午
前
十
一
時
三
十
分
陸
軍
大
臣
並
ニ
ロ
パ

l
ト
元
帥
ニ
面
曾
ス

第
一
陸
海
軍
聯
合
曾
議

同
日
午
後
三
時
伊
集
院
少
将
ト
共
ニ
約
ノ
如
ク
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
館
ノ
曾
議
室
ニ
至
ル
少
将
ハ
財
部
参
謀
ノ
外
玉
利
大
佐
ヲ
同
行
セ
シ
ヲ
以
テ
ニ

コ
ル
ソ
ン
中
将
ハ
直
ニ
局
員
タ
ル
ピ

l
チ
少
佐
ヲ
加
へ
タ
リ
少
佐
ハ
諜
報
局
内
日
本
軍
事
櫓
当
ノ
人
ナ
リ

参
与
員
皆
ナ
着
席
ス
ル
ヤ
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
先
ツ
満
州
ニ
針
ス
ル
作
戦
計
霊
書
草
案
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
讃
ミ
始
メ
タ
リ
臼
ク
作
戦
目
標
ハ
恰
年
賓
ニ
シ
テ

浦
潮
斯
徳
ヲ
去
ル
事
大
約
四
百
哩
ナ
リ
云
々
ト
安
正
遮
リ
問
フ
テ
臼
ク
此
草
案
ナ
ル
モ
ノ
ハ
貴
局
ノ
規
輩
セ
ラ
レ
シ
モ
ノ
ナ
ル
カ
ト
中
将
日
ク
否
ナ
宇

都
宮
少
佐
ヨ
リ
承
知
セ
シ
ヲ
基
準
ト
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
安
正
日
ク
然
ラ
ハ
此
草
按
ハ
単
ニ
オ
ル
タ
ム
中
佐
ト
宇
都
宮
少
佐
ト
ノ
個
人
的
研
究
問
題
ニ
過
キ

ス
シ
テ
曾
議
ノ
問
題
ト
為
ス
ニ
足
ラ
ス
此
作
戦
ニ
関
シ
テ
ハ
別
ニ
討
議
ヲ
尽
シ
タ
シ
ト
中
将
ハ
直
ニ
之
ヲ
撤
回
シ
テ
陸
海
軍
ノ
聯
合
問
題
ニ
移
レ
リ
然
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ル
ニ
議
論
兎
角
枝
葉
ニ
渉
リ
テ
繁
雑
ヲ
来
シ
遂
行
遅
々
タ
ル
ノ
模
様
ア
ル
ヲ
以
テ
発
言
、
ン
テ
先
ツ
、
海
軍
ニ
関
ス
ル
候
項
ヨ
リ
一
々
決
議
シ
行
ク
ノ
便
ナ

ラ
ン
事
ヲ
陳
ヘ
シ
ニ
皆
ナ
同
意
シ
テ
伊
集
院
少
将
ノ
草
按
ニ
就
テ
討
議
シ
之
ニ
情
報
交
換
ノ
事
ヲ
加
へ
且
ツ
安
正
ノ
意
見
ト
シ
テ
印
度
ニ
我
陸
軍
武
官

ヲ
派
遣
シ
一
層
情
報
交
換
ノ
利
便
ヲ
計
ラ
ン
事
ヲ
陳
ヘ
シ
ニ
抑
モ
此
事
タ
ル
我
ニ
利
ア
リ
テ
彼
レ
ニ
益
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
印
度
総
督
ノ
意
見
ヲ
問
フ
ベ

キ
問
題
ニ
シ
テ
中
将
ノ
直
ニ
決
シ
難
キ
事
項
ナ
ル
ヲ
以
テ
政
府
ノ
熟
考
ニ
附
ス
ル
事
ト
シ
大
約
二
時
間
ノ
舎
議
ニ
於
テ
結
局
シ
陸
軍
ノ
作
戦
問
題
ニ
関

シ
テ
ハ
両
国
陸
軍
ノ
委
員
ノ
ミ
ニ
テ
協
議
ス
ル
事
ト
シ
且
ツ
曾
議
筆
記
ノ
要
領
ハ
委
員
ニ
随
列
セ
シ
書
記
官
タ
リ
シ
将
校
相
集
リ
テ
順
序
ヲ
定
メ
草
案

ヲ
立
テ
委
員
ノ
一
関
ニ
供
シ
テ
同
意
ヲ
得
タ
ル
後
チ
始
メ
テ
確
定
シ
記
名
ス
ル
事
ニ
一
致
セ
リ

而
シ
テ
草
案
中
修
正
ヲ
要
ス
ル
件
二
点
ア
リ
テ
意
見
ヲ
申
シ
述
へ
一
向
ノ
同
意
ヲ
経
テ
確
定
シ
記
名
セ
シ
モ
ノ
則
チ
別
紙
ノ
如
、
ン

記
名
セ
シ
本
書
ハ
我
陸
海
軍
ノ
為
メ
ニ
一
通
英
国
陸
海
軍
ノ
為
メ
-
二
通
則
チ
二
通
ニ
限
リ
最
モ
之
ヲ
機
密
ニ
附
ス
ル
事
ト
為
セ
リ

英
国
ニ
於
テ
此
書
ヲ
見
ル
者
ハ
内
閣
総
理
大
臣
及
ヒ
全
軍
指
揮
官
ロ
パ

l
ト
元
帥
ニ
シ
テ
内
閣
ハ
之
ニ
向
テ
認
可
ヲ
与
ル
ノ
手
続
ナ
ル
由
ナ
リ

英
国
ヨ
リ
係
約
諸
国
ニ
派
駐
ス
ル
公
使
館
附
武
官
ア
ン
テ
我
将
校
ト
情
報
ノ
交
換
ヲ
為
サ
シ
ム
ベ
キ
命
令
ヲ
下
ス
ハ
前
項
ノ
認
可
ヲ
経
タ
ル
後
ナ
リ

ト
安
正
竜
動
発
程
前
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
ニ
面
曾
セ
シ
時
中
将
ハ
臼
ク
我
政
府
ニ
於
テ
ハ
全
然
是
認
ス
ル
事
ト
ナ
ラ
ン
ト

記
名
セ
シ
本
書
ハ
伊
集
院
少
将
ト
連
名
ニ
テ
我
陸
海
軍
大
臣
ニ
宛
テ
報
告
ス
ル
橡
定
ナ
リ
シ
ガ
伊
集
院
少
将
ハ
白
耳
義
国
ニ
赴
キ
不
在
ナ
ル
故
書
ヲ

同
宮
ニ
送
リ
安
正
カ
携
帯
シ
帰
ル
趣
キ
ヲ
通
シ
置
タ
リ
此
曾
議
ニ
於
テ
専
ラ
陸
軍
ニ
関
ス
ル
事
ハ
両
国
ノ
陸
軍
委
員
ノ
ミ
ニ
テ
協
議
ス
ル
事
ニ
決
シ
タ

ル
ヲ
以
テ
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
ト
談
シ
翌
八
日
午
後
三
時
ヨ
リ
開
舎
ス
ル
事
ニ
決
セ
リ

過
日
来
平
侍
ニ
於
テ
陸
海
軍
ノ
指
揮
権
ヲ
協
定
シ
置
ク
ノ
必
要
ナ
キ
意
見
ヲ
漏
シ
置
タ
ル
故
此
日
ノ
曾
議
ニ
於
テ
ハ
別
ニ
論
ス
ル
所
ナ
カ
リ
シ

第

二

陸

軍

舎

議

所
定
ノ
時
刻
ヨ
リ
諜
報
局
ニ
曾
合
シ
一
同
着
席
ス
ル
ヤ
安
正
先
ツ
発
言
シ
テ
戦
時
英
国
カ
極
東
ニ
派
遣
ス
ベ
キ
軍
隊
ノ
数
如
何
ヲ
質
問
セ
シ
ニ
事
ハ

実
ニ
意
外
ニ
出
シ
モ
ノ
ノ
如
ク
ニ
テ
問
答
ニ
長
時
間
ヲ
費
シ
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
ハ
英
国
カ
世
界
ニ
於
ル
位
置
形
勢
ヨ
リ
説
キ
起
シ
テ
印
度
ニ
於
ル
英
露

ノ
関
係
ニ
論
及
、
ン
英
国
ハ
単
ニ
極
東
ノ
海
上
ヲ
制
シ
得
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
世
界
ノ
水
面
ヲ
競
令
ス
ル
ヲ
得
ル
ノ
日
ニ
非
レ
パ
本
国
ノ
陸
兵
ヲ
遠
ク
海
外
ニ

輸
送
ス
ル
事
能
ハ
ザ
ル
所
以
ヲ
詳
述
、
ン
且
ツ
印
度
ノ
形
勢
タ
ル
ヤ
外
強
隣
ニ
釣
ス
ル
ト
同
時
ニ
内
諾
侯
ヲ
警
ル
等
ノ
困
難
ア
ル
ヲ
以
テ
到
底
戦
闘
ノ
始

メ
ニ
於
テ
陸
兵
ヲ
極
東
ノ
戦
地
ニ
発
遺
ス
ル
ノ
難
キ
ヲ
ズ
イ
陳
セ
リ
此
日
ノ
協
議
ハ
実
ニ
胸
襟
ヲ
開
キ
思
ヒ
シ
ヨ
リ
モ
軍
事
上
ノ
秘
密
ヲ
語
リ
シ
モ
ノ

ト
覚
タ
リ
且
ツ
曾
議
ハ
最
モ
圏
骨
ト
好
意
ト
ヲ
以
テ
終
レ
リ
摘
要
則
チ
別
紙
ノ
如
、
ン

此
協
議
書
モ
亦
タ
第
一
回
ノ
時
ニ
於
ル
カ
如
ク
両
国
ノ
委
員
ニ
随
伴
セ
シ
書
記
官
タ
ル
将
校
ヲ
シ
テ
草
案
ヲ
筆
記
セ
シ
メ
委
員
二
於
テ
修
正
同
意
セ

さテ'h.
d冊
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シ
後
チ
記
名
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
此
書
ハ
日
英
陸
軍
ノ
為
メ
各
一
通
ヲ
製
シ
タ
ル
ノ
ミ
而
シ
テ
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
ハ
全
軍
指
揮
官
並
内
閣
ニ
報
告
シ
テ
第
一

回
ト
同
様
ノ
手
続
ヲ
取
ル
筈
ナ
リ

前
述
ノ
知
ク
英
国
カ
満
州
ノ
作
戦
ニ
軍
隊
ヲ
発
遣
ス
ル
事
容
易
ノ
事
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
知
ル
ヲ
以
テ
本
協
議
室
田
ニ
記
シ
ア
ル
外
数
字
ニ
関
ス
ル
秘
密
ハ

避
テ
之
ヲ
陳
ザ
リ
シ

英
国
ハ
戦
争
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
亜
富
汗
方
面
ニ
針
シ
テ
有
力
ナ
ル
威
墜
ヲ
為
シ
先
ツ
各
方
面
ニ
備
ユ
ル
艦
隊
ノ
力
ヲ
以
テ
防
禦
ノ
薄
弱
ナ
ル
係
国
ノ

殖
民
地
ヲ
攻
撃
占
領
ス
ル
ヲ
第
一
ノ
目
的
ト
為
ス
モ
ノ
ト
思
ハ
ル
故
ニ
安
南
東
京
ニ
針
ス
ル
作
戦
ニ
我
陸
軍
ノ
援
助
ヲ
希
望
シ
ツ
ツ
ア
リ
シ
ハ
曽
テ
宇

都
宮
少
佐
ニ
彼
ノ
作
戦
部
長
カ
陳
タ
ル
如
ク
ナ
リ
シ
ガ
極
東
ニ
英
軍
幾
何
ヲ
送
リ
得
ル
ヤ
ノ
論
始
メ
ニ
出
タ
ル
為
メ
寛
一
二
言
モ
安
南
東
京
援
助
ノ
事

ニ
及
パ
ザ
リ
シ

運
送
船
ノ
事
ニ
関
シ
テ
ハ
第
二
回
ノ
協
議
書
ニ
モ
記
シ
ア
ル
如
ク
カ
ラ
ヲ
尽
シ
テ
規
聾
ス
ベ
キ
事
ヲ
約
セ
リ

此
日
寛
ニ
指
揮
権
ヲ
規
定
シ
置
ク
問
題
出
シ
モ
歴
史
ヲ
引
誼
シ
テ
橡
メ
之
ヲ
定
メ
置
ク
ノ
必
要
ナ
キ
ヲ
棟
、
ン
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
之
ニ
同
意
シ
臨
機
ノ

庭
置
ニ
委
ス
ル
事
ト
為
セ
リ

満
州
ノ
作
戦
ニ
要
ス
ル
日
英
共
用
ノ
地
園
並
韓
満
及
ヒ
印
度
支
那
(
悌
領
)
ノ
兵
要
手
簿
ヲ
編
纂
ス
ル
ハ
英
国
ヨ
リ
材
料
ヲ
送
リ
越
タ
ル
上
方
法
ヲ

定
メ
テ
着
手
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
此
事
ニ
関
シ
テ
ハ
帰
朝
ノ
上
詳
細
陳
述
ス
ベ
シ

右
今
回
ノ
協
議
ニ
関
ス
ル
経
過
ノ
要
領
及
報
告
候
也

情報戦争としての日露戦争 (5) 

明
治
三
十
五
年
七
月
廿
一
日

陸
軍
少
将

福
島
安
正

参
謀
総
長
侯
爵
大
山
巌

殿
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説

史
料

日
英
軍
事
協
商
に
関
す
る
参
謀
総
長
意
見
書

弓6.
醐匂

昨
年
龍
動
ニ
於
ケ
ル
日
英
両
国
陸
海
軍
委
員
会
議
ノ
協
約
二
賛
否
ヲ
表
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
先
ツ
英
国
ト
同
盟
セ
シ
目
的
ヲ
稽
へ
次
ニ
其
目
的
ヲ
遂
行

ス
ル
方
法
ヲ
推
究
セ
サ
ル
可
ラ
ス
乃
チ
日
英
同
盟
ノ
目
的
如
何
ト
顧
ミ
ル
ニ
其
倹
約
書
ニ
言
明
シ
在
ル
如
ク
極
東
ノ
平
和
ヲ
維
持
シ
清
韓
二
国
ノ
独
立

ヲ
劫
ケ
日
英
両
国
ノ
利
益
ヲ
保
全
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ
ス
此
平
和
維
持
ノ
為
メ
ニ
日
英
両
国
カ
提
携
協
同
ス
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
他
ニ
此
平
和
ヲ
破
リ
独
立
ヲ

危
フ
セ
ン
ト
慮
ル
ノ
国
ア
ル
カ
故
ニ
ナ
リ
即
チ
其
危
害
ヲ
予
防
シ
或
ハ
之
ヲ
排
除
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
兵
力
ノ
備
へ
無
カ
ル
可
カ
ス
而
シ
テ
各
国
ノ
兵
力

ニ
ハ
互
ニ
長
短
ア
リ
其
長
短
ヲ
相
補
フ
テ
強
大
ナ
ル
一
団
ト
為
シ
以
テ
其
目
的
ニ
反
対
ス
ル
国
ニ
当
ラ
ン
ト
欲
ス
是
レ
此
同
盟
ノ
精
神
ナ
リ

該
ニ
日
英
両
国
兵
力
ノ
長
短
ヲ
比
較
ス
ル
ニ
英
国
ハ
諸
方
ニ
多
ク
属
領
及
殖
民
地
ヲ
所
有
シ
在
ル
為
メ
ニ
優
勢
ナ
ル
海
軍
ヲ
備
フ
ル
必
要
ア
リ
テ
九
ソ

他
ノ
強
大
国
二
ヶ
国
ノ
聯
合
艦
隊
ニ
優
レ
ル
艦
隊
ヲ
擁
セ
サ
ル
可
ラ
ス
ト
言
フ
国
是
ヲ
取
レ
リ
故
ニ
其
海
軍
ノ
優
勢
ナ
ル
ヤ
常
二
世
界
ノ
海
王
ト
締
号

セ
ラ
ル
然
レ
ト
モ
其
陸
軍
ハ
国
家
ノ
情
態
及
募
兵
法
ノ
関
係
等
ニ
因
リ
比
較
的
頗
ル
寡
弱
ナ
リ
我
国
ハ
之
ニ
反
シ
海
軍
ハ
世
界
各
国
艦
隊
中
ニ
テ
第
四

若
ハ
第
六
以
下
ニ
位
置
ス
レ
ト
モ
陸
軍
ノ
声
価
ハ
東
洋
二
於
テ
稀
々
優
勢
ト
認
メ
ラ
ル
是
ニ
由
テ
之
ヲ
観
レ
ハ
極
東
平
和
維
持
ノ
為
メ
ニ
成
立
セ
ル
日

英
同
盟
ハ
我
陸
軍
ヲ
以
テ
英
ノ
短
キ
ヲ
補
ヒ
英
ノ
海
軍
ヲ
以
テ
我
ノ
短
キ
ヲ
補
ハ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
ル
ヤ
復
タ
疑
ヲ
容
レ
サ
ル
所
ナ
リ
抑
々
英
モ
亦
久
シ

ク
南
阿
ニ
戦
フ
タ
リ
一
朝
清
韓
ニ
事
ア
ラ
ハ
必
ス
多
少
ノ
陸
兵
ヲ
送
遺
シ
協
力
ス
ル
コ
ト
ナ
ル
ヘ
シ
ト
予
期
シ
在
リ
シ
ニ
量
図
ラ
ン
ヤ
昨
年
ノ
倫
敦
会

議
ニ
於
ケ
ル
両
国
委
員
ノ
定
メ
シ
協
約
金
田
ニ
彼
ハ
此
送
遺
ヲ
約
シ
難
シ
ト
明
言
セ
リ
果
、
ン
テ
此
ノ
如
キ
ト
キ
ハ
我
国
ノ
負
担
更
ニ
重
キ
ヲ
加
ヘ
タ
リ
ト

謂
フ
可
シ

翻
ツ
テ
清
韓
二
国
ヲ
侵
害
セ
ン
ト
ス
ル
敵
国
ノ
意
向
ヲ
按
ス
ル
ニ
主
二
国
乃
至
其
聯
合
国
ハ
縦
ヒ
日
英
両
国
ノ
艦
隊
ニ
対
抗
シ
得
ル
海
軍
ヲ
有
ス
ル
ト

モ
妄
リ
ニ
由
来
海
王
ト
称
セ
ラ
レ
在
ル
英
国
艦
隊
ニ
向
テ
戦
フ
ノ
愚
作
ヲ
取
ラ
ス
必
ス
陸
上
ヨ
リ
侵
襲
シ
来
ル
ヘ
シ
況
ン
ヤ
目
下
清
韓
二
国
ヲ
侵
害
ス

ヘ
ク
予
想
ス
ル
敵
国
ハ
恰
モ
好
ク
陸
地
相
接
シ
在
ル
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
其
ノ
進
路
ヲ
海
上
ニ
取
ラ
ス
シ
テ
陸
路
侵
襲
ニ
出
ン
コ
ト
地
理
ニ
照
ラ
シ
テ
モ
亦
明

カ
ナ
リ
此
時
二
方
リ
テ
ハ
海
ニ
幾
千
ノ
腺
艦
ヲ
泣
フ
ル
モ
這
モ
痛
痔
ヲ
敵
ニ
与
ヘ
ス
敵
ハ
自
在
ニ
肢
層
、
ン
テ
恋
ニ
其
略
セ
ン
ト
欲
ス
ル
所
ヲ
取
リ
其
為

サ
ン
ト
欲
ス
ル
所
ヲ
行
フ
ヘ
シ
若
シ
日
英
両
国
ノ
陸
兵
寡
弱
ナ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
傍
観
ス
ル
ノ
外
復
タ
術
策
ナ
カ
ル
可
シ
故
二
郎
見
ニ
依
レ
ハ
清
韓
二
国

ノ
独
立
ヲ
助
ケ
極
東
ノ
平
和
ヲ
維
持
ス
ル
ニ
ハ
海
軍
ノ
責
任
最
モ
重
ク
而
シ
テ
英
国
陸
兵
ヲ
送
リ
得
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
我
国
ノ
陸
軍
独
リ
其
重
任
ヲ
負
担

セ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
ナ
リ
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現
在
及
将
来
ニ
向
テ
此
ノ
如
ク
重
大
ナ
ル
責
任
ヲ
負
担
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
我
陸
軍
ノ
カ
ハ
如
何
ニ
日
清
戦
役
後
直
チ
ニ
拡
張
ニ
着
手
セ
ラ
レ
爾
来
数

年
ノ
指
据
経
営
ニ
因
リ
粗
々
完
整
セ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
ト
難
そ
其
完
整
タ
ル
ヤ
唯
々
外
観
ノ
ミ
ニ
シ
テ
内
容
ハ
未
タ
充
実
セ
ス
此
不
充
実
ナ
ル
陸
軍
ヲ
以

テ
清
韓
二
国
ノ
独
立
ヲ
助
ケ
極
東
ノ
平
和
ヲ
担
保
セ
ン
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
当
局
者
タ
ル
モ
ノ
ノ
甚
タ
懸
命
ニ
堪
ヘ
サ
ル
所
ナ
リ
故
ニ
日
英
同
盟
ノ
主
旨
ヲ

貫
徹
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
必
ス
先
ツ
我
陸
軍
ヲ
完
備
セ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
ナ
リ
夫
レ
日
英
同
盟
ノ
目
的
ヲ
撹
乱
セ
ン
ト
予
想
ス
ル
敵
国
ハ
従
来
大
ニ
東
侵
ヲ

図
リ
莫
大
ノ
経
費
ヲ
投
シ
テ
増
兵
ニ
要
塞
ニ
鉄
路
(
西
伯
里
満
州
ノ
鉄
道
ノ
如
キ
北
清
事
変
直
後
急
ニ
其
修
築
及
改
良
ノ
速
度
ヲ
増
加
シ
テ
完
整
シ
得

タ
ル
コ
ト
実
ニ
吾
僚
ノ
意
料
外
二
在
ル
モ
ノ
ト
ス
)
ニ
孜
々
汲
々
昼
夜
ヲ
舎
テ
ス
経
営
シ
方
サ
ニ
殆
ン
ト
竣
工
、
ン
テ
既
ニ
恐
ル
ヘ
キ
侵
襲
力
ヲ
有
セ
リ

此
羽
翼
セ
ル
猛
逓
ニ
当
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
我
カ
今
日
ノ
陸
軍
ハ
其
力
未
タ
足
ラ
ス
宜
シ
ク
先
ツ
速
ニ
内
容
ヲ
充
実
シ
更
ニ
又
拡
張
ス
ル
所
ナ
カ
ル
可
ラ

ス
右
軍
備
充
実
ノ
事
タ
ル
ヤ
夙
ニ
感
ス
ル
所
ア
リ
昨
年
既
ニ
陸
軍
大
臣
ニ
請
求
シ
同
時
二
総
理
大
臣
ニ
モ
移
牒
シ
タ
リ
況
ン
ヤ
今
英
国
ニ
派
遣
セ
シ
委

員
ノ
復
命
ハ
更
ニ
我
陸
軍
ノ
負
担
ヲ
シ
テ
重
大
ナ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
有
ル
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
故
ニ
英
国
提
議
ノ
傑
件
ニ
賛
成
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ト
キ
ハ
先
ツ
我
陸

軍
ヲ
能
ク
其
重
任
ニ
堪
へ
得
ル
如
ク
充
実
完
備
ス
ヘ
キ
成
算
ナ
カ
ル
可
ラ
ス

以
上
雌
謀
参
画
者
ト
シ
テ
ノ
所
見
此
ノ
如
、
ン
内
閣
ニ
於
テ
モ
深
ク
将
来
ヲ
考
慮
セ
ラ
レ
以
テ
此
意
見
ニ
同
情
ヲ
表
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム

情報戦争としての日露戦争 (5) 
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説
号b.
a間

史
料

四

応
蒋
将
校
下
士
心
得

四

応
聴
者
ハ
上
裁
ヲ
経
テ
許
可
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ナ
レ
ハ
其
責
任
ノ
重
大
ナ
ル
推
シ
テ
知
ル
ヘ
シ
又
タ
兵
籍
ノ
何
レ
ニ
ア
ル
ヲ
問
ハ
ス
当
部
専
ラ
其
指

揮
監
督
ノ
責
ニ
任
ス
ル
ハ
当
部
ノ
業
務
ト
密
接
ノ
関
係
ヲ
有
シ
当
部
ノ
意
図
ニ
適
フ
如
ク
行
動
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
リ
放
ニ
応
聴
者
ハ
当
部
ノ

各
員
ト
等
シ
ク
国
家
要
員
ノ
一
人
タ
ル
コ
ト
ヲ
忘
ル
ヘ
カ
ラ
ス

応
聴
者
各
自
ノ
俸
給
ヲ
廃
止
ス
ル
ハ
全
ク
欠
員
ノ
補
充
上
止
ム
ヲ
得
サ
ル
ニ
出
ツ
又
其
応
勝
手
続
ニ
於
テ
例
式
ヲ
各
自
ノ
志
願
ノ
如
ク
規
定
シ
之

ヲ
停
年
名
簿
ヨ
リ
省
除
セ
ル
ハ
深
ク
外
交
上
ノ
関
係
ヲ
顧
慮
、
ン
タ
ル
ニ
依
ル
故
ニ
可
成
秘
密
ノ
精
神
ヲ
失
ハ
サ
ル
ヲ
要
ス

軍
事
ニ
関
ス
ル
事
項
ハ
勿
論
其
地
列
国
ノ
行
動
若
ク
ハ
時
々
発
生
事
件
ニ
シ
テ
必
要
ト
見
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
当
部
へ
報
告
ヲ
怠
ル
可
ラ
ス
且
ツ
要
ス

レ
ハ
自
己
ノ
意
見
ヲ
具
申
ス
ヘ
シ
該
報
告
進
達
ノ
手
続
ハ
海
外
派
遣
者
報
告
規
定
ニ
則
ト
ル
ヘ
シ

応
聴
者
ハ
外
国
政
府
応
聴
者
内
規
第
一

O
条
ニ
規
定
シ
タ
ル
普
通
事
件
ノ
外
応
璃
上
ノ
業
務
ニ
関
ス
ル
重
大
ノ
事
項
ニ
付
キ
テ
ハ
任
意
処
決
ス
ル

ヲ
得
ス
必
ス
総
長
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
後
チ
ニ
於
テ
ス
ヘ
シ

数
人
ノ
応
聴
者
向
一
地
ニ
ア
ル
ト
キ
ハ
進
退
膝
届
報
告
其
他
諸
種
ノ
請
求
等
総
テ
高
級
故
参
者
ノ
手
ヲ
経
テ
進
達
ス
ル
ヲ
要
ス
又
タ
其
高
級
故
参

者
ハ
其
地
ニ
ア
ル
将
校
下
士
ノ
業
務
ノ
成
績
素
行
等
ニ
付
キ
意
見
ヲ
具
シ
テ
毎
年
二
月
童
日
迄
ニ
到
着
ス
ル
如
ク
参
謀
総
長
へ
報
告
ス
ヘ
シ

凡
テ
契
約
書
L

ハ
同
一
地
ニ
ア
ル
高
級
故
参
将
校
及
其
所
在
地
領
事
若
ク
ハ
所
管
領
事
ト
連
名
調
印
ス
ル
ヲ
要
ス
又
タ
調
印
後
ハ
其
写
ヲ
参
謀
総

長
ニ
呈
ス
ヘ
シ

応
聴
者
其
期
限
ノ
解
約
継
続
若
ク
ハ
俸
給
ノ
変
更
等
凡
テ
契
約
二
属
ス
ル
事
項
ニ
就
テ
ハ
右
ト
同
一
ノ
手
続
ヲ
履
ム
へ
シ

契
約
日
限
ハ
可
成
陸
軍
大
臣
応
聴
許
可
ノ
日
限
ト
相
一
致
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス

応
聴
者
ヲ
シ
テ
緊
要
至
急
ノ
情
報
ヲ
当
本
部
ニ
電
報
セ
シ
ム
ル
為
メ
若
干
ノ
通
信
費
ヲ
前
渡
シ
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
毎
年
三
月

童
日
及
九
月
選
日
ノ
両
度
決
算
報
告
ス
ヘ
シ
但
可
成
任
払
ノ
際
ニ
収
メ
タ
ル
受
領
謹
書
ヲ
添
付
ス
ヘ
シ

五
ム

ノ、八七

北法51(4・100)1310 



情報戦争としての日露戦争 (5) 

史
料

海
外
派
遣
者
報
告
規
定

五

海
外
一
一
派
遣
ヲ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
凡
テ
総
長
宛
ニ
テ
報
告
ヲ
出
ス
ヘ
シ

報
告
ノ
受
授
ヲ
確
実
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
メ
発
送
ノ
書
類
へ
ハ
左
ノ
例
(
省
略
)
ニ
準
シ
送
達
紙
ヲ
添
ユ
ヘ
シ
当
部
ニ
於
テ
ハ
主
任
者
ヲ
シ
テ
該
紙
へ

捺
印
ノ
上
返
却
セ
シ
ム

一
地
ニ
数
人
派
遣
セ
ラ
ル
ル
ト
キ
ハ
最
高
級
故
参
者
凡
テ
ノ
報
告
ヲ
取
纏
メ
呈
出
ス
ヘ
シ
但
シ
特
ニ
各
自
ニ
命
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ハ
此
限
ニ
ア
ラ

ス
ト
雄
モ
必
其
地
高
級
者
ヲ
経
テ
進
達
ス
ヘ
シ

史
料

-L 
ノ、

将
校
下
士
ニ
シ
テ
外
国
ニ
招
聴
セ
ラ
ル
ル
者
ノ
手
続

四=一

外
国
ニ
招
蒋
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
ル
将
校
下
土
ハ
左
式
ノ
例
式
(
省
略
)
ニ
準
シ
願
書
ヲ
所
管
長
官
ヲ
経
テ
陸
軍
大
臣
ニ
差
出
シ
許
可
ヲ
受
ク
ル
ト
同

時
ニ
本
人
ヨ
リ
其
写
ヲ
参
謀
総
長
ニ
出
ス
ヘ
シ

招
聴
ノ
為
メ
陸
軍
大
臣
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
ハ
左
ノ
例
式
(
省
略
)
ニ
準
シ
出
発
届
ヲ
参
謀
総
長
ニ
出
ス
ヘ
シ

出
震
後
不
在
中
ニ
於
ケ
ル
身
元
取
扱
ノ
届
書
左
ノ
如
シ
(
省
略
)

傍
聴
将
校
下
土
ニ
シ
テ
本
部
ヘ
出
街
ノ
際
ハ
其
宿
慮
ヲ
総
務
部
ヘ
届
出
ツ
ヘ
シ

北i法51(4・101)1311 



情報戦争としての日露戦争 (5) 

史料 7 

よぞ空 関東州 黒龍江

軍団 2 

歩
師団

旅団 l 6 

連隊 4 20 

正E
大隊 8 56 

人員 8，503 57，920 

軍団

騎
師団

旅団 l 

連隊 l 15 

兵
中隊 6 87 

人員 973 14，446 

旅田 2 

砲
連大隊 1 l 

兵
中隊 3 21 

人員 970 6， 191 

旅団

工
大隊 3 

兵
中隊 I 13 

人員 307 3，322 

人員計 10， 753 81，879 

北法51(4・103)1313

五路王寺

西伯利

2 

41 

40，245 

7 

42 

7，945 

8 

1，968 

50， 158 

国 戦 時 丘

トjレケスタン カザン 莫斯科

2 3 

7 

10 5 18 

28 

64 168 240 

67，864 172，830 246，900 

1 l 

4 3 

11 1 6 

57 10 37 

9，392 1， 634 6，235 

2 l 9 

l 2 23 

16 24 102 

3，898 5，604 24，628 

l 

4 5 

16 24 

4， 161 6，539 

85，315 180，068 284，302 

論 説

別表8

力 概 見 表 参謀本治部 第l部
明 36年2月調

ドン 高加索 彼得壁 キーエフ オデッサ フィンランド ウイリナ ワルシャワ 総 計

2 3 5 2 5 5 29 

4 6 10 4 10 11 52 

15 14 22 11 2 21 27 154 

48 28 44 20 8 44 65 309 

198 128 200 136 16 168 244 1，667 

129，172 131， 681 205，920 140，080 17，396 172，780 250中，915 機4$412 1，642，618 

2 2 

3 2 5 1 2 9 24 

6 5 10 2 5 18 54 

35 15 11 20 5 1 10 36 174 

249 89 65 120 37 8 60 218 1，085 

41，061 15，232 10，506 20，148 6，215 1， 279 10，120 36，680 181，866 

5 7 11 5 11 11 64 

14 18 34 15 l 30 38 178 

14 71 52 117 59 4 113 110 714 

2，940 16，025 12，461 27，033 14，201 932 25，288 25，603 167，932 

1 I l l 2 1 8 

2 5 7 3 10 7 46 

8 19 24 10 48 24 187 

2，274 5，352 6，889 2，876 10，338 6，897 48，955 

44，001 162， 703 160，000 259，990 163，372 19，607 218，526 320，507 2，041，181 

北法51(4・102)1312



情報戦争としての日露戦争 (5) 

史料 8 

兵種

里 龍

西伯利第I軍団 ニコリスク

東部西伯利狙撃歩兵 同

第l旅団 第2旅田
同

第6旅団
ニコリスク 奉天 ノボキエフスク

歩

連隊I 連隊2 連隊3 
4 
連隊5 連隊6 連隊7 連隊8 2連隊1 2連隊2 2連隊3 2連隊4 

連隊

2奉 ニ金 同奉 同営 ノ同 同フ ノミ 同 ザ

コ ボ ン コ イ
ド キ チ フ サ

'} 
エ エ ノミ / 

兵 ノ ス フ ン ス フ
エ天 ク州 天 口ス スシ ク カ

ク キ

8 8 8 

戦時 8 8 8 

烏蘇利騎兵旅田 ニコリスク

騎 沿海州 後貝加爾寄薩 同ネルチン 烏蘇利菩薩克

竜騎兵 克チチンスキ スキ第l連隊

連 隊 第 l連隊 ノ 3 中隊 騎兵大隊

丘
ラズドリノエ ニコリスク グロデコフ ニコリスク

2FF 古塔 遼 陽 奉 天 崎爾賓

6 6 3 2 

戦時 6 6 3 6 

東部西伯利砲兵第1旅団ニコワスク

1 2 3 4 5 I 6 7 8 後貝加爾

砲 隊中 隊中 隊中 隊中 隊中 隊中
(山隊中砲)
(ボ山ノ隊中砲吉) 

寄薩克

騎砲兵
ニ開 ノ営 ノ陶 ニノ ニ寧 第l中隊
コ コ ボ ポ コボ コ
') キ Z児 リキ リ古 キ
エ 二巳 ニE

兵 ス スフ 7 ス 7 ス フ
ニコリスク

ク!ii¥ ク ス口 ス州 クス ク塔 ス 遼陽
ク ク ク ク林

東部西伯利工兵第l大隊
工

(4中隊ニシテ内l中隊ハ電信中隊ナリ)

兵 1中隊奉天
/、;<ロフスク

2中隊・恰爾賓

北法51(4・105)1315

軍 会目話己 及 関 東
黒 龍 軍 管

同第2軍団 吉林・ハバロフスク

東部西伯利狙撃歩兵 問

第5旅団 第4旅田
ハバロ77.ク・ハルピン スパスコエー吉林

17 
連1隊8 連隊19 2連隊0 連隊13 

14 I 15 16 

連隊 震震
員十
7'ノ、 ハ同 同イ吉 ハス 同吉
ノす

Jレ ノTラル ロ
マ ス

コピ 7 ピ コ
ス

エンク ン林 ンエ 林

24 8 8 

24 8 8 

里竜耳薩克騎兵連隊 プフゴベシチェンスク

第1中隊 第2中隊 第3中隊

プラゴベシ プラゴベシ エカテリノ

チェンスク チェンスク ニコリスク

17 l l l 

21 3 3 3 

同 J¥}，¥ロフスク

第2旅団 長 春

1 2 3 4 
平戦時時 隊中 隊中 隊中 隊中

9 ブラ春長 同斉 ハ恰 ノ、
ノミ ノミ

隊中
ゴ 斉

1習 口
♂〈

恰 フ
こノ ス ス

70門 チ 爾 ク賓 ク
エ
ン
ス
ク

平戦時時

東部西利工兵第2大隊

(3中隊)
4 

隊中 /、;{ロフスク

論 説

別表9

州、| 自己 丘 表
参謀本部第l部
明治36年2月調

区 総計
関 東 州

軍団外ノ諸国隊 平時 戦時

西伯利予備歩兵第l旅団 東部西伯利狙撃歩兵 52 64 

第3旅団 産 産
チ タ

合
旅 順

機
機銃関

I 
大隊2 大隊3 

4 9 
1連隊0 連隊11 

12 
銃関

大隊 大隊 連隊
中隊 中隊

言十 ス チ ネ ベピ 計 旅機 旅 旅 大 計
ト Jレ ルン、e 関
レ チ 銃ン 連
チ ン フス

言十
ン ス 中
ス タ ク ネキ 願隊 順 願 湾
ク

16 l l l 1 4 44 2機l 2 2 2 8機I

16 4 4 4 4 16 56 2機1 2 2 2 8機l

爾寄後加貝チタ2 ー

ベ2 ネ1 同 71 同 35 93 

ンピン連隊3 
チルン連隊3 2 ルグ連隊 2 中 ヰz

ン

スキ欠中
3 ス 連隊3 

後貝加爾菩薩克

薩克連隊3 ス 連隊 キ ベルフネピジンスキー
キ

奉チ天タ 空襲
第l連隊 隊 隊

チタ チタ

3 3 6 9 29 6 6 

9 12 12 3 12 6 12 57 87 6 6 

平時 平時 平時
後貝加爾 後員加爾 戦時特設 3 16 戦時
砲兵大隊 寄薩克 隊中 隊中
(2中隊) 騎砲兵第 3 19 24 

独立独立立砲騎山
東部西伯利 中 中 中

ZE 2中隊 20門 122門
狙撃砲兵大隊

隊
(門隊14) 6 
隊

(戦時3 (18門) (門18)2 

4 中隊ノ大 砲山野砲重砲
(3中隊)

隊中
隊)

ルネ斉斉 スパスコエ 隊中隊中隊中隊中
戦時 戦時

ご詰
伊通州 2 8 21 

32門 門
隊中 中 旅 順

ス 隊
ク

56門 158門

平戦時時
平戦時時 平戦時時烏蘇利鉄道第l大隊
平時・戦時 関東工兵中隊 工8兵中隊: ( 6中隊)

鉄道3 

中隊6 
工鉄兵道:: 76 中中隊隊 l 鉄道

隊中 ウラジオ
旅 順

隊中
6中隊

北法51(4・104)1314



情報戦争としての日露戦争 (5) 

史料 9 

黒龍江軍管及関東州各地方戦時兵力概見表

:=¥¥ど 黒 龍 江 軍 管

小言十

西伯利第1軍団 西伯利第2軍団 軍国外諸国隊

大隊 24 16 40 

現 役

人員 25，200 16，800 42，000 

歩 王t

大隊 16 16 
予 備

人員 15，920 15，920 

中隊 17 3 9 29 
現 役

人員 3，000 535 1， 470 5，005 
耳奇 兵

中隊 44 6 48 58 
菩薩克帰休

人員 740 917 7，784 9，441 

中隊 7 4 6 17 (126門)

野(騎)砲

人員 2，183 1，280 1，714 5，177 

中隊 2 3(18門)

砲 兵 山 砲
人員 612 259 871 

中隊 1(8門)
臼(重)砲

人員 265 265 

中隊 4 3 6 13 
工 兵

人員 908 740 1，674 3，322 

総 計 32，643 20，272 29，086 82，001 

北法51(4・107)1317

論 説

別表10

参謀本部第 l部
明治36年2月調

関東州 合計

8ト機関銃1中 48ト機関銃1中

8，400+ 103 50，400-卜103

16 

15，920 

6 35 

973 5，978 

58 

9，441 

3(24門) 20(150門)

970 6，147 

3(18門)

871 

1(8門)

265 

l 14 

307 3，629 

10，650+ 103 92，651 + 103 

北法51(4・106)1316



情報戦争としての日露戦争 (5) 

史料 10 

西

西
部

歩
西

第

大隊

ザ
イ
マ

兵
ン

大隊
平時 l 

数 戦時 1 

西

利f白第三
騎

騎喜重手量

兵ザ
イ
サ
ン

兵

隊数中
平時 6 

戦時 6 

砲丘

数隊中
平時

戦時

北法51(4・109)1319

イ白 利 軍 会国主 区

西伯利7象備歩兵第2旅団
イjレクック

第 第 第 第

五
ム

七 J¥ ノ、

書歩兵喜
議備歩 7備歩象

兵大隊 兵大隊

イ ニL ク ト
lレ 一 フ ム
ク セ ス ス
ツ イ ノ ク
ク ス ヤ
ク jレ
ス
ク

l l l l 

5 5 5 5 

第 第 第
四 五 ノ、

連 連 連
隊 隊 隊

コ ヲ ウ
ク ム ルチ
チ ス リユ
ニ工 ク エフ
タ ス
ウ ク
ス
ク

6 6 6 

西伯利 7象備砲兵大隊
ヲムスク

2 

8 

論 説

別表11

自己 丘 表
参謀本部第1部
明治36年2月調 西伯利軍管区 戦時兵力概見表

同第3旅団 1口込 計 備考
ヲムスク

第 第 第 第 平時 戦時 大隊 1 

十 十
九 十

歩 現役

7備歩象 7備歩象

喜喜兵
兵大隊 大兵隊 隊ハ

戦ハ 戦時
ト ヲ セ ノt
ポ ム 、、、 Jレ

時二
五中

ス ノT ナ 四
大隊

ス ク フ ウ 十
隊ノ 編成ク チ 九

ン jレ 連ノ
ス 大隊

大
隊ト 大隊ク 隊

l l 1 1 
ナ四
リ個
他ト

5 5 5 5 ニナ

人員 1，029 

大隊 40 

兵 7象傭

人員 39，216 

中隊 6 

騎 現役

人員 1， 135 I 

補大充 第一リ
七第 第 九第J¥ 隊ヨ

連 連 連
隊 隊 隊 個宛 第四

ァニ
フ '" アウ 編至
レ トノf ンスカ 成ル
ス ロウ トチメ 四

ス香競ノ ロ ノ 十一
フ フ コ二 ゴ

ム

ノ、
ヲ

ス ス フ lレ 附
ク ク ス ス 中 中

ク ク 隊 隊
ス

中隊 36 

兵
寄薩克

帰休

人員 6，810 

中隊
軽 8 

7象 (64門)
備

砲

兵 人員 1，968 

6 6 6 

(軽砲)
J¥ 

ムロー 言十 50，158 

中 中
隊 隊

北法51(4・108)1318



情報戦争としての日露戦争 (5) 

史料 11

詮ぞと 里

軍団 西伯利第l

所在地 ニコリスク

旅団
東部西伯利狙撃 問

同
同

歩
歩兵第1 第 2 第 6

所在地 ニコリスク キエフスク ニコリスク

連大隊 6 7 I 8 19 21 24 

7 一 ノー ノミ イ ブチ 一 ノ、

ズ コ
ボキ 大隊

ラ てr ラエ コ ノす

所在地
ド ノT ン ゴン ロ
ス コニ ン ベス ス フ

ノ ク ウスク環春 シク ク ス

兵
コニ ク

大隊数

平時 8 6 2 8 

戦時 8 6 2 8 

後貝加爾喜子薩克
騎 連隊 沿海竜騎兵

ネルチンスキー第 l

所在地 ラズドリノエ グロデコフ

平時 6 6 兵
数隊中

戦時 6 6 

旅 東部西伯利砲兵 同

野
団 第 I 第 2 後呉加爾

山 所在
ハノfロ7 砲兵大隊本部

ニコリスク
スク

及
第2中隊

砲
砲
隊中

騎砲 隊中

所 一 ノ /吉 プ ノ、 不
コ ボキ コ ボ フ ノ《 lレ

在
コニ キ林 ゴ ロ チ

ス ウ ス コニ コニ 7 ，ノ

地
ク ス ク ウス ス ス

兵 ク ク ク ク

中隊数

平時 7 3 1 

戦時 7 (64門) 3 (24門) 1 (8門)

北法51(4・lll)1321 

論 説

別表12-1 

龍 軍 会目主 区 配兵 表(関東州→次頁)

西伯利第2 計
軍団外之諸国隊

士仁と司 林 平時 戦時

東部西伯 同 同 第31師団 第35師団 東部西伯利狙撃歩兵 西伯利予備歩兵

利狙撃歩 第 4 第 5 第2旅団 第2旅団 第 8 第 l

青i尼窪 恰爾賓 i甫塩斯徳 チタ

5 13 14 15 16 17 18 20 123 124 139 140 29130 131 132 l大 2大 3大 四大
68 80 

金 大 青 大 士EbI 恰 寧
斉斉
ポ ザ ノ、 ス 塩浦 ス チ 海 << 
セ イ ノミ ノf ト Jレウ 大 大

連 泥 連 爾 古 ツ サ ロ ス
斯徳 レ タ 弦 フジ

爾恰
ト フ フ コ チ ネン

ナH 湾 窪 湾 林 賓 塔 カ ス コニ ンス 爾 ス
ク ク キ隊 隊

2 8 6 8 8 8 4 

2 8 6 8 8 8 16 

烏蘇利騎兵
戦時特設

旅団司令部 黒竜寄薩克 後貝加爾菩薩克 後貝加爾寄薩克
71レグンスキー

烏保利寄薩克 第 l 第 l チチンスキー ベルフネウジン 不ルチンスキー アルグンスキー 23 63 

大隊
スキ}

第 1 第2 第3 第 2 第 2 中 中

陶児州 寧古塔 伊通州 l チ タ

2 3 6 。 。 。 。 隊 隊

6 9 6 6 12 6 6 

戦時特設
東部西伯利 同 後貝加爾
砲兵第l旅田 砲兵第2旅 砲兵大隊

砲兵第31旅団 砲兵第35旅団 独立砲山 独立砲野
数収量隊/ 団ノ ノ

第2大隊 第2大隊
第 7 第 l 第 l

隊中 隊中
(山砲) 21 26 

後員加爾寄 独立砲小隊 中 隊中
薩克騎砲兵 菩薩克騎砲 車山青
第 2 3・4 ト

ニ吉 ブ大 ネ大 士ロと ポ ポ :f、
隊コ ブ Jレ セ セ lレ チ 隊

ゴ連 チ連 ツ ツーチ
ス コ二 ン ト ト部ン 166 2ω 
ク林 湾 ス湾 林

付近 付近
ス タ r， 門

ク ク

1 l I l 3 3 。 。
1 (8門) 1 (8門) 1(8門) 1( 6 rう) 3 (24門) 3 (24門) 2(12門)

3 . 1小隊(山6，野6，
重8，騎山砲2)

北法51(4・110)1320 



情報戦争としての日露戦争 (5) 論 説

別表12-2 

正ぞ 関東州配兵表
参謀本部第1部
明治37年1月16日調

合計 総 計

軍 団 東部西伯利狙撃歩兵

平時 戦時 平時 戦時

旅 団 第3 第7

歩
所在地 旅 l順

機
20 20 84 100 

連・大隊 9ー 10 11 12 25 26 27 28 
大隊 大隊 大隊

産費銃
中

兵 所在地 旅 順 ノ遼中陽、一城海中一
機銃関 機銃関

機銃関ト

隊中 隊中 隊中 隊中

大隊数

平時 8機 1中 12 

戦時 8機1中 12 

後貝加爾菩薩克独立旅田

騎 連 隊 大連湾

チチンキー第 l ベルブネウジンスキー第l 12 35 75 

所在地 アヌーチノその{也 大連湾その他 隊中 隊中 隊中

兵

隊数中

平時 6 6 

戦時 6 6 

野
旅団

山 所在
東部西伯利

狙撃砲兵大隊

砲 4 25 30 
砲 中隊

騎砲
後貝加爾寄薩克

隊中 隊中 隊中

中隊 ト
騎砲兵第1中隊 30 196 

門 F可

ニコリスク
隊

所在地 鳳風城 旅 順 230 

兵 内l中遼陽 F可

隊数中

平時 1 3 

戦時 1(6門) 3 (24門)

北法51(4・113)1323 北法51(4・112)1322 



情報戦争としての日露戦争 (5) 

史料 12 

前回 郁1O(ハリコ7)

m 9 !.r>31 
師団

キ~フ ノ、リコ7

1ι 第 l 第 2 第 1

S露間 クレメン

ポJレテワ チェグ ハ'Jコフ

33 134 35 36 121 122 

迎隊
ポ
クレチ
ク ポ J、 J、

ル レチ ル 'J リ
兵 タ メェ メェ

タヲ
コ コ

ワ ング ング ヲ フ

大隊数 16 8 

人民 ~ωm 

師団 部10(ハ'Jコ7)

騎旅問
家 I 第 2

スームイ ハリコブ

2f 29 3c 

ス ア r 
ハ摺コ
リッ

速隊

ヲイト ルカ
コ7149F 

ムイ グ1エフ
兵

中時数 2地

人民 4.044 

合住 問
!'jj 9 第 31

;f，Jレヲワ ベルゴロド

砲大隊 1 2 2 

H 巾陣散 6 5 

人民 3.30{) 

第lO
大隊

チュグーエ7

5奇

砲巾隊数 2 
兵

人目 580 

北法51(4・115)1325

論 説

別表13

絶東派遣議定露軍一覧表
参謀本部第 l部
明治37年 1月16日調

都171モスヲワ) 第3 丙"不可 地 成 合計

第 3 第" 第2予価 昨3f備 第5H州 第71-)"備 第印f'備 努m刊街 第58予備 第75予備
F一4・・ :、ノ，一E品 一-;;-

カルーガ リぉキザニ イJレターツク オムスク ぺ Jザ ペノザ ノプゴロド ノプゴロド カザーニ カザーニ

第 1 第 2 第 1 近衛犯架

;'() 1 第 2 第 1 第 2 大隊数 188 
カル-.' トウヲ 'Jャザニ へ子Jレプ1レク

野戦見咽 53，492

9 10 11 12 13i 138 I 5 6 7 8 I 9 10 III " カ カ ト ト リャ イ エ
ラクヤル ムト

ボリト オム
セチ ノて F備J~， : 137，424 

ガレ ガレ
ウ ウ ザヤ

ル ミ/ ル
ザ

ク!ツク セイスク
スス ス ス "ス ナウルl 

ラ ラ ノク ク スク ク ラク

" 8 20 20 64 32 4 

~ω。 39，216 65唱4n 32.736 U12 

~ì 1 

モY、;ワ
オレ/プJレ

， コ叶 y

ク節 1IJ手

独立郁Z 抗 2

アリョーウ ツりゴ‘'J カーメ平

ポトリスク

51 52 l 2 

ア エ ツ
ルン
(キエプ

レ エ 前作)ヲ よえ

!ウ ツ フ ブ

12 " 2 
50 

2.022 2，022 羽6 8.424 

!'jj 3 第 5

カルーガ リャザニ

第4砲火除

備考 オデ yサ

l 明両大1'':; 報，'，ニ依レハ絶品!.ilh世'J~定/ 日"隊11'r iレンブJoO'Jコサンタ帥1.11i"J~モノアルモ lì- VンブルヲJ
2'; 

6 5 コサッナ大臨んtl十ラン 3 
(200門)

2 川」貿易事務官ノ報告ニ依レハ騎兵第lO ~1~Hl ノ部28i1l r革ハ 1 !J 2 1Iウラジオ二割1)11ンデ"モノノ，，，シ

3，3∞ 90C 7.500 

3 I~J石大仲，/.fR'，'iニ依レハ絶"龍遺'H的 ヲ以テ19阜抗9肱I月編成ナJレガ如シ(オデ yサニ於ケル風説ニfI(レパ

此旅団制f庄ノ為1判部露間亜ノ各本岳連隊/ j，~小隊ヨリ 3 すl掘ヲ 1加しベント， i-7)

2 

(121"]) 

580 

北法51(H14)1324 



情報戦争としての日露戦争 (5) 論 説

史料 13 別表14

極 東 露 国 重 要 職 員 姓 名 覧 表
1904年3月

大本営参謀部調製

C D B 職 名 階級 氏 名 年齢 C D B 職 名 階級 氏 名 年齢

極東総督 大将 アレキシー7 61 軍団長 中将 ステッセル 56 
極 東 (9 D欠)

参謀長 中将 ジリンスキー 51 参謀長 少将 ロズナトフスキー 47 
総督府

参謀次長 少将
西

7)レーク 44 歩 師団長 少将 カシタリンスキー 55 

軍司令官 大将 クロノてトキン 56 イ白 兵 第1旅団長 少将 マルダノ 7
満州軍 歩兵

参謀長 中将 サハロフ 51 第 第2旅団長 少将 ストリップ
司令部 手IJ

参謀次長 少将 ブラゴベシチェンスキー 50 砲兵 第3旅団長 大佐 シュウエリン

軍団長 中将 スタルケyレベルク 第 歩 師団長 少将 フォーク 61 

参謀長 少将 イワノフ 52 兵 第 l旅団長 少将 アンドロデピギングリャァト
西 歩兵

歩
師団長 少将 ゲjレングロース 51 第 第12旅団長 少将 ナデイン

伯 兵 第l旅団長 少将 ルトコプスキー 四 砲兵 第4旅団長 大佐 イルマン

第
歩兵
第2旅団長 少将 マルギモピッチ 軍団長 中将 サツレパエフ 60 

利
砲兵 第l旅団長 少将 ルチコアスキー 51 参謀長 少将 ウエーベル

第
西

師団長 少将 アニシモフ 54 

歩兵警 歩兵

師団長 少将 レウエスタン 57 
歩 伯

兵 第 1旅団長 少将 アセエフ 第 1旅団長 少将 7'レシュコフ
歩兵 手IJ

第 第2旅団長 少将 シュピンスキー 第2旅団長 少将 オガノプスキー
第

砲兵 第2旅団長 少将 チュコ7 師団長 少将 コソイッチ 56 
四

兵歩警 歩兵軍団長 中将 ケルレル 第1旅団長 少将 シリイコ
西 (6 D欠)

参謀長 少将 ハーヘングート 第2旅団長 少将 レピンデワレ
伯

歩
師団長 少将 アレキセーフ 53 五 軍団長 中将 ダンボフスキー

和l
兵 第 1旅団長 少将 オクリチ ムノ、 軍団長 大将 ゾーボレ7

第
第
歩兵
第2旅団長 少将 プチロフ 黒龍軍管区 司令官 中将 リネウイッチ

五
砲兵 第5旅団長 大佐 ジュブリュスク 西伯利軍管区 司令官 中将 スホーチン

北法51(4.117)1321 北法51(4-116)1326 



論説

E 資料

資料 1 英国陸軍諜報局関係資料

付図 l 英陸軍諜報局 (IntelligenceDivision)組織図 0896-1901)

付図2 英動員・陸軍諜報局 (Departmentof Mobilization and milit町 Intel-

ligence)組織図 0901-1904) 

出典 ThomasG， Fergusson， British Militaη lntelligence， 1870-1914; The 

Development 01 a Modern Intelligence Organization (London， 1984)， 

北法51(4・118)1328



情報戦争としての日露戦争 (5) 

英陸軍諜報局 (IntelligenceDivision)組織図 0896-1901) 付図 l

オーストリ・ハンガリ
パルカン諸国
オスマン帝国

エジプト

独立77')カ諸国

陸軍諜報局長

]アダ7陸軍少将

植民地、保護国
南アフリカ

地図の編集

地図の保管
備品の管理

製図室

特殊任務

(1899年12月新設)
図書室

所在地:諜報局が動員・陸軍諜報局に改編された1901年11月までは「第16.第187ン女王ゲートJ
その後、 WinchesterHouse (St. James Squa陀)へ移転。

隷 属:陸軍諜報局長は当該期間、最高司令官に直属し、陸軍評議会のメンバーではなかった。

陣 容正確な数字は不明。諜報局の総員は南アフリカ戦争前、約45名(長期勤務将校18名)。各

課長は当該期間、参謀次長補佐官付で、少なくとも参謀大尉l名がその補佐として配属さ

れていた。

北j去51(4・119)1329 



論説

英動員・陸軍諜報局 (Departmentof Mobilization and military Intelligence) 

F レイク大佐

帝国防衛

動員

野外教範

組織図(1901-1904) 付図 2

所在地:Winchester House (St. J副 esSquare)、但し、動員部を除く。

隷属:動員・陸箪諜報局長は最高司令官および戦争担当大臣に直属し、、陸軍省評議会のメンバ

ーであり、内閣防衛委員会の会議に出席した。

陣 容:1903年、 77名が同局に所属し、将校は33名(長期勤務20名、出仕13名)であった。軍属25

名は全て、特殊任務課の製図工、地図・図書整理係として勤務していた。

北法51(4・120)1330



情報戦争としての日露戦争 (5) 

資料 2 満州 E 朝鮮各全図

出典加藤豊隆『満州国警察小史jC第一法規、 196B年]

北法51(4・121)1331



論説

te典 『日本楠民地史・朝鮮.1(毎日新聞社、 1978年〕

北法51(4・122)1332


